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２
０
１
３
年
９
月
11
日
に
城
西
国
際
大
学
の
入
学

式
が
、
ま
た
９
月
21
日
に
城
西
大
学
の
入
学
式
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
は
人
間
教
育
、
人
材
育
成
を

基
礎
と
し
て
、
地
域
社
会
、
そ
し
て
国
際
社
会
で

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
た
め
の
視
野
と
能
力
を
磨

く
海
外
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
を
目
指
し
て
、
世

界
21
か
国
１
０
７
大
学
と
協
同
し
、
教
育
と
研
究
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
よ
り
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸

国
、
香
港
、
そ
し
て
中
欧
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
は
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
４
大
学
、
チ
ェ
コ
の
３
大
学
と
の
教
育
交

流
が
新
た
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

城
西
国
際
大
学
に
は
、
中
国
、
台
湾
、
韓
国
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、

ス
ペ
イ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ン
ド
、
タ

イ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
マ
カ
オ
か
ら
の

学
生
に
加
え
て
、
今
年
は
初
め
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら

11
名
、
チ
ェ
コ
か
ら
２
名
の
学
生
が
加
わ
り
、
世
界

17
か
国
か
ら
の
学
生
が
こ
の
良
き
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

城
西
大
学
に
は
、ハ
ン
ガ
リ
ー
の
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・

ロ
ラ
ー
ン
ド
大
学
（Eötvös Loránd U

niversity

）

を
は
じ
め
と
す
る
７
大
学
か
ら
８
名
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
共
和
国
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
（U

niversity 
of W

arsaw

）
か
ら
２
名
、
中
国
の
大
連
理
工
大

学
（D

alian U
niversity of T

echnology

）
か
ら
２

名
、
大
連
外
国
語
大
学
（D

alian U
niversity of 

Foreign Languages

）
か
ら
31
名
、
韓
国
の
東
西

大
学
（D

ongseo U
niversity

）
か
ら
３
名
の
学
生

が
希
望
と
と
も
に
入
学
し
て
き
ま
し
た
。

　

ハ
ン
ガ
リ
ー
語
を
勉
強
し
て
い
る
１
千
名
近
く
の

日
本
人
学
生
も
留
学
生
の
来
学
を
心
か
ら
歓
迎
し
て

い
ま
す
。
今
年
か
ら
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
と
チ
ェ
コ
語

の
授
業
も
始
ま
り
、
国
際
性
が
さ
ら
に
豊
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。
本
学
に
お
い
て
は
秋
季
入
学
式
、
卒
業

式
が
定
着
し
、
本
学
学
生
の
海
外
留
学
、
そ
し
て
海

外
大
学
か
ら
の
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
経
た
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
が
進
展
し
て
い
ま
す
。

JOSAI INTERNATIONAL CENTER
for the Promotion of Art and Science
(JICPAS)

国
際
交
流
活
動

城
西
国
際
大
学
、城
西
大
学
で
秋
期
入
学
式
を
挙
行
、

世
界
各
国
か
ら
留
学
生
が
入
学

日
時
：
２
０
１
３
年
９
月
11
日
、９
月
21
日

場
所
：
城
西
国
際
大
学
千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
、城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

城西国際大学秋季入学式の様子

城西国際大学入学式後の学友会で歌うハンガリーからの留学生

城西大学秋季入学式に参列する留学生
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２
０
１
３
年
９
月
30
日
、
平
成
25
年
度
水
田
宗
子

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
チ
ェ
コ
奨
学
生
表
彰

式
が
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
奨
学
金
は
、
２
０
０
９
年
12
月
ハ
ン
ガ
リ
ー

共
和
国
大
統
領
で
あ
る
シ
ョ
ー
ヨ
ム
・
ラ
ー
ス
ロ
ー

（László Sólyom

）
大
統
領
閣
下
（
当
時
）
が
、
東

京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
を
表
敬
訪
問
さ
れ
た
こ
と

を
記
念
し
て
「
水
田
宗
子
ハ
ン
ガ
リ
ー
奨
学
金
」
と

し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
日
本
の

懸
け
橋
と
な
る
人
材
育
成
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

本
学
は
中
期
目
標
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に

向
け
た
国
際
交
流
活
動
強
化
を
掲
げ
て
世
界
の
さ
ま

ざ
ま
な
大
学
と
積
極
的
に
国
際
交
流
を
深
め
る
な

か
、
特
に
Ｖ
４
諸
国
を
は
じ
め
と
す
る
中
欧
地
域
と

の
教
育
交
流
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
４
年
目
を
迎
え

た
本
奨
学
金
は
、
新
た
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
チ
ェ
コ
か

ら
の
留
学
生
を
対
象
に
加
え
て
、
城
西
大
学
・
城
西

国
際
大
学
へ
留
学
し
て
い
る
３
か
国
か
ら
の
奨
学
生

を
表
彰
す
る
式
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

４
年
目
と
な
っ
た
今
年
度
の
表
彰
式
に
は
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
（Budapest 

Business School

）、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
・
コ
ル
ヴ
ィ
ヌ

ス
大
学
（Corvinus U

niversity of Budapest

）、

セ
ン
ト
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
大
学
（Szent 

István U
niversity

）、
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・
ロ
ラ
ー

ン
ド
大
学
（Eötvös Loránd U

niversity

）、
ニ
ー

レ
ジ
ハ
ー
ザ
大
学
（College of N

yíregyháza

）、

カ
ー
ロ
リ
・
ガ
ー
シ
ュ
パ
ー
ル
・
カ
ル
ビ
ン
派
大

学
（K

ároli Gáspár U
niversity of the Reform

ed 
Church in H

ungary

）、セ
ゲ
ド
大
学
（U

niversity 
of Szeged

）、
デ
ブ
レ
ツ
ェ
ン
大
学
（U

niversity 
of D

ebrecen

）
か
ら
両
学
へ
の
留
学
生
15
名
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
（U

niversity of 
W

arsaw

）、
ウ
ッ
チ
大
学
（U

niversity of Lodz

）、

ポ
ー
ラ
ン
ド
日
本
情
報
工
科
大
学（Polish-Japanese 

Institute of Inform
ation T

echnology

）
か
ら

両
学
へ
の
留
学
生
13
名
、
チ
ェ
コ
の
カ
レ
ル
大
学

（Charles University in Prague

）、
マ
サ
リ
ク
大
学

（M
asaryk University

）
か
ら
城
西
国
際
大
学
へ
の

留
学
生
２
名
の
合
計
30
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
水
田
理
事
長
か
ら
の
表
彰
状
授
与

に
続
き
、
各
国
の
学
生
親
善
大
使
が
２
名
ず
つ
任
命

さ
れ
、
水
田
理
事
長
よ
り
た
す
き
が
渡
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
と
の
文
化
交
流
を
深
め
る
大
使
と
し
て
の

６
人
の
今
後
の
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
各
国
の
奨
学
生
を
代
表
し
て
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
フ
ェ
ヘ
ー
ル
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
（Fehér 

István
）
さ
ん
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
チ
ュ
ベ
ッ
ク
・

ヨ
ヴ
ィ
タ
・
ア
グ
ニ
エ
シ
カ
（Czubek Jow

ita 
A

gnieszka
）
さ
ん
、
チ
ェ
コ
の
レ
ザ
ツ
キ
・
ダ

ヴ
ィ
ド
（Rezazgui D

avid

）
さ
ん
の
３
名
が
授

与
の
謝
辞
お
よ
び
決
意
表
明
を
行
い
、
本
奨
学
金
に

よ
り
安
心
し
て
勉
学
に
励
め
る
こ
と
に
対
し
水
田
宗

子
理
事
長
お
よ
び
関
係
者
へ
の
お
礼
と
と
も
に
、
日

本
に
留
学
す
る
１
年
間
で
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統

や
経
済
・
社
会
な
ど
を
学
び
、
日
本
と
３
か
国
の
相

互
理
解
を
一
層
深
め
て
い
く
こ
と
へ
の
力
強
い
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
水
田
理
事
長
が
奨
学
生
に
「
皆
さ
ん
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
な
る
た
め
に
自
国
以
外
の
歴

史
・
芸
術
・
文
化
を
積
極
的
に
学
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
日
本
で
得
た
さ
ま
ざ
ま
な
貴
重
な
経
験
が

皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
に
大
い
に
役
立
つ

と
信
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
両
学
の
日
本
の
学
生
に

も
良
い
刺
激
を
与
え
て
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
学
で
は
２
０
０
８
年
以
降
、
城
西
大

学
・
城
西
国
際
大
学
両
学
で
の
べ
２
千
名
の
学
生
が

水
田
宗
子
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
チ
ェ
コ
奨
学
生

表
彰
式
を
開
催
、駐
日
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
館
表
敬
訪
問

日
時
：
２
０
１
３
年
９
月
30
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

受賞者の皆さん

親善大使に任命された6人と水田理事長、森本雍憲城西大学学長、石田益実城西国際大学副学長

出席者による記念撮影
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ハ
ン
ガ
リ
ー
語
を
学
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
４
月

か
ら
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
・
チ
ェ
コ
語
の
授
業
も
ス

タ
ー
ト
し
て
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
奨
学
生
13
名
は
、
今
回
の

表
彰
式
に
先
立
つ
９
月
26
日
に
、
水
田
理
事
長
ら
と

と
も
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
館
に
て
ツ
ィ
リ
ル
・
コ
ザ

チ
ェ
フ
ス
キ
（Cyryl K

ozaczew
ski

）
駐
日
大
使

を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

大
使
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
本
学
へ
の
初
め
て
の

留
学
生
と
な
っ
た
13
名
を
温
か
く
歓
迎
し
て
く
だ
さ

り
「
皆
さ
ん
の
将
来
の
可
能
性
は
無
限
大
で
す
。
今

回
の
城
西
大
学
へ
の
留
学
チ
ャ
ン
ス
を
最
大
限
に
生

か
し
て
日
本
で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
び
、
体
験

し
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
今
後
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
日
本

の
懸
け
橋
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
世
界
に
貢
献
で
き

る
よ
う
な
人
材
に
育
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し
の

言
葉
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
奨
学
生
た
ち
は
一
人
ひ
と
り
流
暢
な
日

本
語
で
自
己
紹
介
や
留
学
中
の
目
標
を
語
り
、
大
使

も
今
後
の
彼
ら
の
成
長
に
大
い
に
期
待
を
寄
せ
て
い

ま
し
た
。

大
学
の
張
徳
祥
（Z

hang D
exiang

）
党
委
書
記
よ

り
水
田
理
事
長
へ
名
誉
教
授
証
書
と
大
連
理
工
大
学

の
バ
ッ
ジ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
大
学
の
名
誉
教
授
称
号
は
、
世
界
の
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
優
れ
た
研
究
者
に
授
与
さ
れ
て
お
り
、
日

本
で
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
野
依
良
治
先
生
、

鈴
木
章
先
生
、
根
岸
英
一
先
生
ら
を
は
じ
め
、
学
校

法
人
城
西
大
学
の
村
井
隆
顧
問
や
井
上
明
久
理
事
長

特
別
顧
問
（
元
東
北
大
学
総
長
）
ら
が
授
与
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
授
与
を
受
け
、
水
田
理
事
長
は
「
大
連
理
工
大
学

と
学
校
法
人
城
西
大
学
と
の
絆
と
連
携
教
育
の
深
ま

り
と
発
展
を
評
価
い
た
だ
い
て
こ
の
よ
う
な
栄
誉
あ

る
称
号
を
授
与
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
で
す
。
今
後

も
両
校
の
発
展
と
日
中
友
好
の
懸
け
橋
と
な
る
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
名
誉
教
授
授
与

を
記
念
し
て
、
水
田
理
事
長
が
両
大
学
関
係
者
や
学

生
た
ち
を
前
に
「
人
格
形
成
と
多
文
化
共
生
教
育
研

究
」
と
題
し
た
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
の
授
与
に
よ
り
、
水
田
理
事
長
が

こ
れ
ま
で
他
学
か
ら
受
け
た
名
誉
学
術
称
号
は
中

国
の
華
南
師
範
大
学
（South C

hina N
orm

al 

U
niversity

）
名
誉
教
授
（
２
０
０
７
年
12
月
）、

韓
国
の
東
西
大
学
校
（D

ongseo U
niversity

）
名

誉
博
士
（
２
０
１
０
年
９
月
）、
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和

国
の
セ
ン
ト
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
大
学
（Szent 

István U
niversity

）
名
誉
博
士
（
２
０
１
１

年
６
月
）、
中
国
の
東
北
大
学
（N

ortheastern 

U
niversity

）
名
誉
教
授
（
２
０
１
２
年
９
月
）、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
（B

udapest 

B
usiness School

）
特
別
栄
誉
教
授
（
２
０
１
２

年
11
月
）
に
次
ぐ
六
つ
目
と
な
り
ま
す
。

張党委書記（左）から名誉教授を授与される水田理事長

記念講演の様子

　
２
０
１
３
年
５
月
27
日
、
中
国
の
大
連
を
訪

問
中
の
学
校
法
人
城
西
大
学
水
田
宗
子
理
事
長

は
、
大
連
理
工
大
学
（D

alian U
niversity of 

T
echnology

）
よ
り
名
誉
教
授
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　
本
学
と
大
連
理
工
大
学
は
２
０
０
７
年
５
月
に

学
術
交
流
協
定
書
を
締
結
し
ま
し
た
。
そ
し
て
同

年
、
中
国
に
お
け
る
国
際
人
材
育
成
を
目
的
に
〝
水

田
三
喜
男
記
念
〟
水
田
宗
子
奨
学
金
の
授
与
を
開

始
し
、
現
在
ま
で
に
約
１
０
０
名
の
学
生
が
授
与

を
受
け
、
勉
学
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
同

じ
く
２
０
０
７
年
に
学
生
た
ち
の
学
術
研
究
の
た

め
に
「
水
田
記
念
文
庫
」
を
開
設
し
、
現
在
ま
で

に
９
回
に
わ
た
り
累
計
約
７
７
０
冊
の
政
府
刊
行

物
、
経
済
、
文
化
、
歴
史
、
自
然
科
学
、
辞
典
な

ど
多
様
な
本
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
学

生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
派
遣
・
受
け
入
れ

や
、
共
同
研
究
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
実
施
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
学
生
・
教
員
の
交
流
を
積
極
的
に

展
開
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
０
１
０
年
に

は
、
大
連
理
工
大
学
、
大
連
外
国
語
学
院
（D

alian 

U
niversity of F

oreign L
anguages

）、
東
北
大

学
（N

ortheastern U
niversity

）
と
連
携
し
て

日
中
連
携
博
士
課
程
を
開
設
し
、
集
中
講
義
を
含
め

て
数
多
く
の
留
学
生
が
本
学
で
学
び
、
こ
の
春
に
は

初
の
博
士
号
取
得
者
を
輩
出
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
名
誉
教
授
授
与
は
、
こ
れ
ら
の
一
連
の
活

動
を
通
じ
た
両
校
の
交
流
に
対
す
る
水
田
理
事
長
の

貢
献
・
実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、
授
与
式

で
は
両
大
学
の
関
係
者
が
出
席
す
る
中
、
大
連
理
工

名
誉
学
位

水
田
理
事
長
が
大
連
理
工
大
学
よ
り
名
誉
教
授
を
授
与

日
時
：
２
０
１
３
年
５
月
27
日

場
所
：
大
連
理
工
大
学
、中
華
人
民
共
和
国

名誉学位
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大連市政府日本駐在総代表王新氏のスピーチ 日中連携大学院生らとの記念撮影

大連理工大学 JMBA経営学研究科１年張彦博さんのスピーチ 歓談の様子

　

２
０
１
３
年
６
月
14
日
、「
大
連
理
工
大
学

（D
alian U

niversity of T
echnology

）
名
誉
教

授
号
の
授
与
を
お
祝
い
す
る
会
」
が
東
京
紀
尾
井
町

キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟
に
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
会
は
、
学
校
法
人
城
西
大
学
水
田
宗
子
理
事
長

が
２
０
１
３
年
５
月
27
日
に
中
国
の
大
連
理
工
大
学

よ
り
名
誉
教
授
を
授
与
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、

村
井
隆
学
校
法
人
城
西
大
学
顧
問
、
井
上
明
久
同
理

事
長
特
別
顧
問
、
森
本
雍
憲
城
西
大
学
学
長
、
柳
澤

伯
夫
城
西
国
際
大
学
学
長
、
武
富
紘
人
学
校
法
人
城

西
大
学
事
務
局
長
ら
を
発
起
人
と
し
て
企
画
さ
れ
た

も
の
で
、
当
日
は
発
起
人
を
は
じ
め
、
学
内
外
の
関

係
者
や
招
待
者
な
ど
、
約
１
５
０
人
が
出
席
し
て
お

祝
い
し
ま
し
た
。

　

大
連
理
工
大
学
は
、
１
９
４
９
年
に
創
立
さ
れ
た

全
国
重
点
大
学
で
、
理
工
学
部
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
経
済
、
商
学
、
中
文
、
外
文
な
ど
の
文
化
系
学

部
も
併
せ
持
ち
、
全
日
制
学
生
２
万
４
千
人
を
有
す

る
中
国
を
代
表
す
る
大
学
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
同
大
学
の
名
誉
教
授
称
号
は
、
世
界
の

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
優
れ
た
研
究
者
に
授
与
さ
れ
て

お
り
、
日
本
で
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
野
依
良

治
先
生
、
鈴
木
章
先
生
、
根
岸
英
一
先
生
ら
を
は
じ

め
、
学
校
法
人
城
西
大
学
の
村
井
隆
顧
問
や
井
上
明

久
理
事
長
特
別
顧
問
ら
が
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
２
０
０
７
年
度
よ
り
水
田
理
事
長
を

団
長
と
す
る
訪
問
団
が
大
連
理
工
大
学
を
毎
年
継
続

的
に
訪
問
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
図
っ
て

き
て
い
ま
す
。
２
０
０
８
年
に
は
、
当
時
の
大
連
市

長
の
夏
徳
仁
（X

ia D
eren

）
氏
に
城
西
大
学
よ
り

大
連
理
工
大
学
と
の
共
同
研
究
で
あ
る
「
大
連
市
に

お
け
る
大
連
経
済
特
区
の
実
態
調
査
研
究
」
の
成
果

を
手
交
し
ま
し
た
。
２
０
１
１
年
に
は
埼
玉
県
と
共

同
で
、
中
国
市
場
進
出
を
検
討
す
る
企
業
の
若
手
人

材
育
成
お
よ
び
、
企
業
誘
致
を
目
的
と
し
た
大
連
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
翌
２
０
１
２
年
に
は
「
Ｊ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
グ
ロ
ー
バ
ル
女
性
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｊ

Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
）」
を
制
定
し
、
大
連
に
て
中
国
進
出
企

業
・
企
業
事
例
の
研
究
に
加
え
て
政
治
、
経
済
、
産

業
等
の
研
修
を
大
連
市
政
府
、
大
連
理
工
大
学
と
と

も
に
開
催
す
る
な
ど
し
て
、
大
連
市
な
ら
び
に
大
連

地
域
の
経
済
発
展
に
寄
与
し
ま
し
た
。
ま
た
教
育
面

に
お
い
て
も
、
城
西
大
学
と
大
連
理
工
大
学
管
理
学

院
と
の
連
携
に
よ
る
Ｊ
Ｍ
Ｂ
Ａ
制
度
を
通
じ
た
レ
ベ

ル
の
高
い
経
済
経
営
教
育
の
展
開
や
、
２
０
１
０

年
に
本
学
と
大
連
理
工
大
学
、
大
連
外
国
語
学
院

（D
alian U

niversity of Foreign Languages

）、

東
北
大
学
（N

ortheastern U
niversity

）
と
の

連
携
に
よ
り
開
設
し
た
日
中
連
携
大
学
院
に
よ
り
大

連
理
工
大
学
に
て
教
職
に
就
か
れ
て
い
る
日
本
語
教

員
の
博
士
号
取
得
を
促
進
す
る
な
ど
、
顕
著
な
教
育

効
果
を
挙
げ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
多
数
の
留
学
生

の
受
け
入
れ
や
、
両
大
学
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

よ
る
学
生
研
修
の
実
施
、
日
中
短
詩
協
会
の
設
立
、

水
田
桜
寄
贈
に
よ
る
文
化
活
動
の
促
進
に
も
寄
与
し

ま
し
た
。
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
通
じ
て
、

水
田
理
事
長
の
両
学
の
国
際
教
育
発
展
へ
の
多
大
な

貢
献
・
実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
名
誉
教
授

授
与
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

会
の
最
初
に
発
起
人
の
一
人
で
あ
る
城
西
大
学
福

島
和
伸
先
生
よ
り
会
の
趣
旨
説
明
が
あ
っ
た
後
、
村

井
先
生
よ
り
本
学
と
大
連
と
の
交
流
の
歴
史
に
つ
い

大
連
理
工
大
学
名
誉
教
授
授
与
を
祝
う
会
開
催

日
時
：
２
０
１
３
年
６
月
14
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

名誉学位
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そ
の
後
、
今
回
の
授
与
を
記
念
し
て
「
人
格
形
成
と

多
文
化
共
生
教
育
・
研
究
」
と
題
し
た
講
演
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
講
演
会
で
は
、
水
田
理
事
長
が
自
ら

の
海
外
留
学
や
教
員
時
代
の
体
験
も
踏
ま
え
た
異
文

化
理
解
の
必
要
性
と
そ
の
難
し
さ
、
21
世
紀
型
の
大

学
教
育
に
お
け
る
多
文
化
共
生
教
育
・
研
究
の
重
要

性
や
推
進
す
る
上
で
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
、

出
席
し
た
両
学
関
係
者
や
大
学
院
生
ら
約
１
２
０
人

ら
は
皆
熱
心
に
講
演
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
授
与
に
よ
り
、
水
田
理
事
長
が

こ
れ
ま
で
他
学
か
ら
受
け
た
名
誉
学
術
称
号
は
中

国
の
華
南
師
範
大
学
（South China N

orm
al 

U
niversity

）
名
誉
教
授
、
韓
国
の
東
西
大
学

（D
ongseo U

niversity

）
名
誉
博
士
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

共
和
国
の
セ
ン
ト
・
イ
シ
ュ
ト
バ
ー
ン
大
学
（Szent 

István U
niversity

）
名
誉
博
士
、
中
国
の
東
北
大

学
（N

ortheastern U
niversity

）
名
誉
教
授
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学
（Budapest 

Business School

）
特
別
栄
誉
教
授
、
中
国
の
大
連

理
工
大
学
（D

alian U
niversity of T

echnology

）

名
誉
教
授
に
次
ぐ
七
つ
目
と
な
り
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
９
月
16
日
、
中
国
の
瀋
陽
を
訪
問
中

の
水
田
宗
子
理
事
長
は
、瀋
陽
師
範
大
学（Shenyang 

N
orm

al U
niversity

）
よ
り
名
誉
教
授
の
称
号
を
授

与
さ
れ
、
記
念
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
学
と
瀋
陽
師
範
大
学
は
２
０
１
１
年
10
月
に
学

術
交
流
を
締
結
し
、
以
降
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
学

生
や
教
員
の
交
流
を
積
極
的
に
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
２
０
１
３
年
９
月
の
訪
問
で
２
＋
２
の
日

中
教
育
共
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
協
定
を
締
結
し
、
今
後

の
具
体
的
な
交
流
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
本
年
４
月
に
開
設
し
た
本
学
東
京
紀
尾
井

町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟
の
化
石
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
同
大

学
の
古
生
物
博
物
館
の
協
力
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
全

長
８
メ
ー
ト
ル
の
肉
食
恐
竜
の
全
身
骨
格
の
学
術
標

本
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
古
生
物
博
物
館
の
孫
革

（Sun Ge

）
館
長
は
本
学
水
田
記
念
博
物
館
の
顧
問

に
も
就
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
名
誉
教
授
授
与
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通

じ
た
両
大
学
の
交
流
に
対
す
る
水
田
理
事
長
の
学
術

貢
献
・
実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、
古
生
物

博
物
館
学
術
講
演
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
授
与
式
で

は
、
両
大
学
の
関
係
者
が
出
席
す
る
中
、
瀋
陽
師
範

大
学
の
林
群
（Lin Q

un

）
学
長
よ
り
名
誉
教
授
証

書
お
よ
び
バ
ッ
ジ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

授
与
を
受
け
、
水
田
理
事
長
は
「
こ
の
よ
う
な
栄
え

あ
る
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄

で
す
。
今
後
も
両
大
学
の
発
展
と
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

育
成
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ひ
き
続
い
て
、
城
西
国
際

大
学
の
倉
林
眞
砂
斗
副
学
長
よ
り
、
日
中
連
携
博
士

課
程
お
よ
び
Ｊ
Ｍ
Ｂ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
概

要
説
明
や
こ
れ
ま
で
の
実
績
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
大
連
市
政
府
日
本
駐
在
総
代
表
の
王

新
（W

ang X
in

）
氏
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
本
学
に
産
学
連
携
等
で
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
企
業
等
か
ら
の
ご
来
賓
の
方
々
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

歓
談
を
挟
ん
で
の
ス
ピ
ー
チ
で
は
、
日
中
連
携
大

学
院
学
生
で
、
こ
の
春
に
初
の
博
士
号
を
取
得
し
た

大
連
外
国
語
大
学
准
教
授
の
王
梅
（W

ang M
ei

）

さ
ん
や
、
Ｊ
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
学
生
代
表
と
し
て
大
連
理

工
大
学
の
張
彦
博
（Zhang Y

anbo

）
さ
ん
、
城

西
大
連
学
友
会
を
代
表
し
て
副
会
長
の
李
洪
迪
（Li 

H
ongdi

）
さ
ん
が
理
事
長
に
お
祝
い
と
感
謝
の
言

葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
水
田
理
事
長
は
「
こ
れ
ま
で
一
生
懸
命

取
り
組
ん
で
き
た
大
連
理
工
大
学
と
学
校
法
人
城
西

大
学
と
の
絆
と
連
携
教
育
の
深
ま
り
と
発
展
を
評
価

い
た
だ
い
て
、
栄
誉
あ
る
名
誉
教
授
の
称
号
を
先
日

大
連
理
工
大
学
よ
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

本
日
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
皆
さ
ま
に
祝
っ
て
い
た
だ

き
、
大
変
光
栄
で
す
。
今
後
も
両
校
の
発
展
と
日
中

友
好
の
懸
け
橋
と
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に

力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

森
本
学
長
よ
り
水
田
理
事
長
に
記
念
品
贈
呈
、
両

大
学
や
日
中
連
携
大
学
院
学
生
等
よ
り
花
束
の
贈
呈

が
行
わ
れ
、
柳
澤
学
長
の
締
め
の
言
葉
で
祝
賀
会
は

盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

林群学長より名誉教授証書を授与される水田理事長

　

２
０
１
３
年
４
月
５
日
、学
校
法
人
城
西
大
学
は
、

タ
イ
の
ラ
ン
シ
ッ
ト
大
学
（Rangsit U

niversity

）

と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

本
学
は
、
中
期
目
標
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

に
向
け
た
国
際
交
流
活
動
強
化
を
掲
げ
て
世
界
の
さ

ま
ざ
ま
な
大
学
と
積
極
的
に
国
際
交
流
を
深
め
て
お

り
、
最
近
で
は
特
に
中
欧
や
ア
ジ
ア
で
の
国
際
交
流

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
ラ
ン
シ
ッ
ト
大
学
の
ピ
ヤ
ス
ダ
ー
・

マ
ー
ワ
イ
（Prof. Piyasuda M

aw
ai, PhD

）
教

養
学
部
長
ら
が
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
学

さ
れ
、
水
田
宗
子
理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る
学
校
法

人
城
西
大
学
の
執
行
部
メ
ン
バ
ー
ら
と
面
会
し
、
学

術
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

ラ
ン
シ
ッ
ト
大
学
は
首
都
バ
ン
コ
ク
に
隣
接
す
る

パ
ト
ゥ
ム
タ
ニ
県
に
位
置
す
る
タ
イ
の
私
立
大
学
で

す
。
１
９
８
８
年
に
ラ
ン
シ
ッ
ト
単
科
大
学
と
し
て

創
設
さ
れ
、
１
９
９
０
年
に
大
学
に
な
り
ま
し
た
。

タ
イ 

ラ
ン
シ
ッ
ト
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結

日
時
：
２
０
１
３
年
４
月
５
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

中
国 

瀋
陽
師
範
大
学
よ
り
名
誉
教
授
を
授
与
さ
れ
、

記
念
講
演
を
実
施

日
時
：
２
０
１
３
年
９
月
16
日

場
所
：
瀋
陽
師
範
大
学
、中
華
人
民
共
和
国

名誉学位
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同
大
学
は
、
82
の
学
士
課
程
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
31
の
修

士
課
程
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
７
の
博
士
課
程
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
有
し
て
お
り
、
全
学
生
１
万
４
千
人
で
す
。
主
な

分
野
と
し
て
は
健
康
科
学
分
野
、
人
文
社
会
科
学
分

野
、
工
学
技
術
分
野
、
経
済
経
営
分
野
、
美
術
分
野

の
五
つ
で
あ
り
、
本
学
と
も
幅
広
い
分
野
で
の
交
流

が
可
能
で
す
。

　

な
お
、
協
定
締
結
後
、
同
大
学
訪
問
団
は
、
城
西

国
際
大
学
千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
問
し
、
キ
ャ

ン
パ
ス
を
見
学
さ
れ
た
後
、
倉
林
眞
砂
斗
副
学
長
を

は
じ
め
、
国
際
人
文
学
部
学
部
長
代
行
、
市
山
・
マ

リ
ア
・
し
げ
み
語
学
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
ら
と
日
本

語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
と
し
た
交
換
留
学
な

ど
、
具
体
的
な
交
流
内
容
に
つ
い
て
早
速
打
ち
合
わ

せ
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
ン
シ
ッ
ト
大
学
で
は

英
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
大
変
充
実
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
を
含
め
た
今
後
の
積
極
的
な
交
流
活
動
が
大
い

に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
５
月
８
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学
は
、

タ
イ
の
泰
日
工
業
大
学
（T

hai-N
ichi Institute of 

T
echnology

）と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

本
学
は
、
中
期
目
標
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育

成
に
向
け
た
国
際
交
流
活
動
強
化
を
掲
げ
て
世
界

の
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
と
積
極
的
に
国
際
交
流
を
深
め

て
お
り
、
最
近
で
は
特
に
中
欧
や
ア
ジ
ア
で
の
国

際
交
流
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
タ
イ
に
お
い
て
も
、

２
０
１
２
年
10
月
に
泰
日
本
経
済
技
術
振
興
協
会

（
Ｔ
Ｐ
Ａ
）
の
プ
ラ
ユ
ー
ン
会
長
が
来
学
し
、
水
田

宗
子
理
事
長
と
「
連
携
協
力
に
関
す
る
合
意
書
」
を

締
結
し
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
２
０
１
３
年
１
月

に
は
バ
ン
コ
ク
大
学
（Bangkok U

niversity
）、
４

月
に
は
ラ
ン
シ
ッ
ト
大
学
（Rangsit U

niversity
）

と
学
術
交
流
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
の

泰
日
工
業
大
学
来
学
の
前
日
の
７
日
に
は
、
Ｔ
Ｐ
Ａ

プ
ラ
ユ
ー
ン
会
長
を
講
師
に
迎
え
て
、
本
学
で
第
２

回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
開
催
す

る
な
ど
、
本
学
と
タ
イ
の
大
学
と
の
交
流
は
ま
す
ま

す
深
ま
り
、
泰
日
工
業
大
学
と
の
学
術
交
流
協
定
締

結
に
至
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
泰
日
工
業
大
学
の
ク
リ
サ
ダ
ー
・
ヴ
ィ

　

２
０
１
３
年
５
月
25
日
、
チ
ェ
コ
共
和
国
大
使
館

の
主
催
に
よ
る
「
第
19
回
チ
ェ
コ
語
弁
論
大
会
」
が

本
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
地
下
ホ
ー
ル
を
会

場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
こ
れ
ま
で
毎
年
大
使
館
に
て
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
大
使
館
が
改
修
中
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
中
期
目
標
の
中
で
チ
ェ
コ
を
は
じ
め
と
す

る
中
欧
地
域
の
大
学
と
の
教
育
交
流
を
積
極
的
に
展

開
し
、
本
年
度
よ
り
チ
ェ
コ
語
の
授
業
も
ス
タ
ー
ト

し
た
本
学
が
会
場
を
提
供
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

サ
ワ
テ
ィ
ー
ラ
ノ
ン
（K

risada V
isavateeranon

）

学
長
ら
が
本
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来

学
さ
れ
、
３
号
棟
国
際
会
議
場
に
て
水
田
宗
子
理

事
長
を
は
じ
め
と
す
る
学
校
法
人
城
西
大
学
の
執

行
部
メ
ン
バ
ー
ら
と
面
会
し
、
学
術
交
流
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。
ク
リ
サ
ダ
ー
学
長
は
挨
拶
の
中
で

「
わ
れ
わ
れ
は
若
い
大
学
で
す
が
、
年
々
学
生
が
増

え
、
工
学
部
を
中
心
に
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
急
速
に

充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。
学
生
は
全
員
日
本
語
を
必

修
で
学
び
、
日
本
語
を
話
せ
る
技
術
者
の
育
成
に
注

力
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
学
校
法
人
城
西
大
学
と
の

協
定
締
結
を
機
に
、
日
本
の
大
学
と
の
連
携
・
交
流

を
ま
す
ま
す
強
化
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
流
暢
な
日

本
語
で
話
さ
れ
ま
し
た
。
協
定
締
結
後
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
は
、
日
本
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
と
し

た
交
換
留
学
な
ど
、
今
後
の
具
体
的
な
交
流
内
容
に

つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
学
と
海
外
の
姉
妹
校
の
女
性
学
長
、
副

学
長
ら
女
性
リ
ー
ダ
ー
で
組
織
さ
れ
て
い
る
研
究

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
Ｌ
︱
Ｗ
Ｉ
Ｎ
」（Leaders-W

om
en 

International N
etw

ork

）
に
、
こ
の
た
び
泰
日

工
業
大
学
のPornanong N

iyom
ka H

orikaw
a

副
学
長
も
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

泰
日
工
業
大
学
は
首
都
バ
ン
コ
ク
に
あ
る
タ
イ
の

私
立
大
学
で
「
学
問
を
発
展
さ
せ
、
産
業
の
振
興
に

寄
与
し
、
経
済
・
社
会
に
貢
献
す
る
」
と
い
う
理
念

で
２
０
０
７
年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
３
学
部
４
研

究
科
を
有
し
て
お
り
、
４
２
０
０
名
の
学
生
が
学
ん

で
い
ま
す
。
大
学
の
母
体
で
あ
る
泰
日
本
経
済
技
術

振
興
協
会
（
Ｔ
Ｐ
Ａ
）
は
、
タ
イ
国
の
人
材
育
成
、

産
業
技
術
情
報
の
普
及
・
促
進
、
日
・
タ
イ
友
好
に

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
本
学
と
泰
日
工
業
大
学
と
の
積
極
的
な
学

術
交
流
活
動
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

泰
日
工
業
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結

日
時
：
２
０
１
３
年
５
月
８
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

第
19
回
チ
ェ
コ
語
弁
論
大
会
が
本
学
で
開
催

日
時
：
２
０
１
３
年
５
月
25
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

学術交流協定の調印

協定締結後の記念撮影（前列向かって右がピヤスダー・マーワイ学部長、左が水田宗子理事長）
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大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
カ
テ
リ
ー
ナ
・
フ
ィ

ア
ル
コ
ヴ
ァ
ー
（K

ateřina Fialková

）
大
使
は
、

「
こ
の
弁
論
大
会
も
回
を
重
ね
る
ほ
ど
に
良
い
評
判

を
確
立
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
チ
ェ
コ
語

を
話
す
日
本
の
方
が
、
ま
す
ま
す
多
く
な
っ
て
き
て

い
る
の
は
こ
の
大
会
の
お
か
げ
で
も
あ
り
、
こ
れ
ら

の
方
々
は
、
日
本
と
チ
ェ
コ
の
友
好
関
係
の
『
懸
け

橋
』
で
す
。
今
年
は
大
会
が
初
め
て
チ
ェ
コ
大
使
館

を
出
て
、
城
西
大
学
で
行
わ
れ
ま
す
。
開
催
に
際
し

て
心
の
こ
も
っ
た
お
世
話
を
い
た
だ
い
て
い
る
水
田

理
事
長
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ま
方
に
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
ひ
き
続

い
て
水
田
宗
子
理
事
長
が
「
チ
ェ
コ
語
の
弁
論
大
会

が
本
学
で
開
催
さ
れ
る
の
は
ま
こ
と
に
光
栄
で
す
。

本
学
で
チ
ェ
コ
語
を
学
び
始
め
た
学
生
た
ち
が
、
来

年
の
こ
の
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
チ
ェ
コ
語
を
学
ぶ
男
女
10
名
が
出
場
し

ま
し
た
。
出
場
者
は
そ
れ
ぞ
れ
チ
ェ
コ
語
に
よ
る
自

己
紹
介
に
続
き
、
二
つ
の
テ
ー
マ
「
食
事
と
家
の
習

慣
」「
自
分
の
将
来
の
計
画
」
の
う
ち
の
い
ず
れ
か

を
選
び
、
持
ち
時
間
５
分
で
チ
ェ
コ
語
の
ス
ピ
ー
チ

を
し
ま
し
た
。
出
場
者
の
年
齢
や
チ
ェ
コ
語
の
学
習

期
間
、
学
ぶ
き
っ
か
け
や
環
境
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
り
ま
す
が
、
出
場
者
は
多
く
の
聴
衆
を
前
に
、
皆

一
生
懸
命
に
日
ご
ろ
の
学
習
の
成
果
を
披
露
し
て
い

ま
し
た
。

　

大
使
や
立
教
大
学
の
阿
部
賢
一
准
教
授
、
東
京

外
国
語
大
学
の
ゲ
ブ
ハ
ル
ト
ヴ
ァ
ー
（M

arkéta 
Gebhartová

）
先
生
、
外
務
省
中
・
東
欧
課
の
塚

本
公
平
氏
、
チ
ェ
コ
セ
ン
タ
ー
の
山
本
涼
子
氏
か
ら

な
る
５
名
の
審
査
員
に
よ
る
厳
正
な
審
査
を
経
て
、

見
事
１
位
に
は
槍
田
ひ
か
り
さ
ん
（
大
学
生
）
が
選

ば
れ
、
授
賞
式
で
は
フ
ィ
ア
ル
コ
ヴ
ァ
ー
大
使
か
ら

賞
状
お
よ
び
副
賞
と
し
て
チ
ェ
コ
の
大
学
で
の
１
か

月
間
の
留
学
の
権
利
が
、
プ
ラ
ハ
と
ほ
か
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
都
市
間
の
飛
行
機
の
チ
ケ
ッ
ト
と
と
も
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
特
別
に
本
学
か
ら
「
水
田
宗
子
理
事

長
賞
」
が
設
け
ら
れ
、
大
江
智
子
さ
ん
（
大
学
生
）

が
見
事
受
賞
、
水
田
理
事
長
よ
り
賞
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
会
の
最
後
に
は
、
こ
の
４
月
か
ら
チ
ェ

コ
語
を
学
び
始
め
た
本
学
学
生
の
代
表
３
名
が
、
ス

テ
ー
ジ
上
で
チ
ェ
コ
語
に
よ
る
挨
拶
と
今
後
の
抱
負

を
披
露
し
ま
し
た
。
今
後
の
チ
ェ
コ
語
の
上
達
と
グ

ロ
ー
バ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
弁
論
大
会
実
施
に
あ
わ
せ
、
本
学

３
号
棟
水
田
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
「
本

学
と
チ
ェ
コ
の
交
流
」
と
題
し
た
写
真
展
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
学
は
、
中
期
目
標
で
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
の
育
成
に
向
け
た
国
際
交
流
活
動
強
化
を

掲
げ
て
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
と
積
極
的
に
国

際
交
流
を
深
め
る
な
か
、
特
に
中
欧
地
域
と
の
教

育
交
流
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
チ
ェ
コ
に
関
し
て

も
、
水
田
理
事
長
の
チ
ェ
コ
共
和
国
大
使
館
訪
問
を

契
機
に
、
フ
ィ
ア
ル
コ
ヴ
ァ
ー
大
使
の
ご
紹
介
に

よ
り
本
年
３
月
に
プ
ラ
ハ
経
済
大
学
（U

niversity 
of Econom

ics, Prague

）
と
学
術
交
流
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。
そ
の
後
６
月
に
は
本
学
訪
問
団
が
カ

レ
ル
大
学
（Charles U

niversity in Prague

）、

プ
ラ
ハ
経
済
大
学
、
マ
サ
リ
ク
大
学
（M

asaryk 
U

niversity

）
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
チ
ェ
コ
の
美
し
い
風
景
の

紹
介
と
と
も
に
、
昨
年
６
月
の
大
学
訪
問
の
様
子

や
、
こ
れ
ま
で
本
学
で
行
わ
れ
た
チ
ェ
コ
関
連
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
イ
ベ
ン
ト
等
を
紹
介
し
つ
つ
、

チ
ェ
コ
の
音
楽
、
文
学
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
人
形

劇
な
ど
の
独
特
の
文
化
も
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま
し

た
。

表彰式で、１位の賞状を手に大使と握手する槍田さん

理事長賞に選ばれた大江さん（中）

出場者や審査員らによる記念撮影

３号棟アートギャラリーで写真展を見学される大使たち
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水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西

大
学
大
連
訪
問
団
一
行
は
、
２
０
１
３
年
５
月
27

日
に
中
国
大
連
高
級
経
理
学
院
（China Business 

Executives A
cadem

y, D
alian

）
を
訪
問
し
、
顧

問
の
林
安
西
（Lin A

nxi
）
先
生
ら
と
会
見
し
ま
し

た
。

　

中
国
大
連
高
級
経
理
学
院
は
、
中
国
全
土
の
国

営
企
業
の
社
長
た
ち
を
対
象
に
教
育
・
研
修
す
る

機
関
と
し
て
昨
年
９
月
に
開
学
さ
れ
た
も
の
で
、

世
界
各
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
と
連
携
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
中
国
各
地
か
ら
の
受
講
者
に
よ

る
宿
泊
型
研
修
が
ほ
と
ん
ど
の
た
め
、
敷
地
内
に

中
国
大
連
高
級
経
理
学
院
を
訪
問

日
時
：
２
０
１
３
年
５
月
27
日

場
所
：
中
国
大
連
高
級
経
理
学
院
、中
華
人
民
共
和
国

村
井
隆
奨
学
金
、〝
水
田
三
喜
男
記
念
〟
水
田
宗
子

奨
学
金
の
受
賞
生
、
私
費
留
学
の
卒
業
生
等
な
ど

に
加
え
、
大
連
外
国
語
大
学
（D

alian U
niversity 

of Foreign Languages

）、
大
連
理
工
大
学

（D
alian U

niversity of T
echnology

）、
大
連
海

事
大
学
（D

alian M
aritim

e U
niversity

）、
中
国

東
北
大
学
（N

ortheastern U
niversity

）
か
ら

の
来
賓
の
先
生
方
な
ど
、
総
勢
１
２
０
名
近
く
の

方
々
が
集
ま
り
ま
し
た
。
本
会
は
、
回
を
追
う
ご
と

に
参
加
者
も
増
え
て
内
容
も
充
実
度
を
増
し
て
き
て

い
ま
す
。

　

会
の
冒
頭
の
挨
拶
で
水
田
宗
子
理
事
長
は
、
卒

業
生
と
の
再
会
を
喜
ぶ
と
と
も
に
「
こ
の
会
も
３

回
目
と
な
り
、
今
日
は
、
上
海
や
瀋
陽
、
天
津
と

遠
く
か
ら
も
卒
業
生
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
て
い
ま

す
。
起
業
を
さ
れ
た
り
、
マ
ス
コ
ミ
に
勤
め
ら
れ
た

り
す
る
方
な
ど
も
含
め
て
、
大
企
業
の
幹
部
と
し
て

ご
活
躍
し
て
い
る
皆
さ
ま
の
頼
も
し
い
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
て
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
日

中
連
携
大
学
院
も
ま
す
ま
す
充
実
し
て
お
り
、
こ
の

春
に
は
日
中
連
携
大
学
院
の
第
１
期
生
２
人
が
、
城

西
国
際
大
学
の
博
士
号
を
取
得
し
ま
し
た
」
と
挨

拶
し
た
後
「
皆
さ
ま
の
母
校
、
城
西
大
学
も
ま
も

な
く
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
後
輩

た
ち
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
連
学
友
会
よ
り
水

田
理
事
長
に
創
立
50
周
年
に
向
け
た
寄
付
金
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
連
市
中
日
友
好
学
友

会
会
長
も
務
め
る
大
連
理
工
大
学
の
杜
鳳
剛
（D

u 
Fenggang

）
先
生
や
、
大
連
外
国
語
大
学
の
陳
岩

（Chen Y
an

）
先
生
な
ど
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

な
お
、
大
連
理
工
大
学
の
張
偉
（Zhang W

ei

）

先
生
に
、
城
西
国
際
大
学
の
国
際
グ
リ
ー
ン
マ
テ
リ

ア
ル
研
究
所
の
客
員
教
授
の
辞
令
交
付
式
も
あ
わ
せ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
集
ま
っ
た
卒
業
生
た
ち
は
、
現
在
欧
米
や

中
国
の
大
学
教
員
と
し
て
、
ま
た
中
国
の
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
の
幹
部
等
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
大
い
に
活

躍
し
て
い
ま
す
。
学
校
法
人
城
西
大
学
の
人
材
育

成
の
精
神
は
後
輩
た
ち
に
引
き
継
が
れ
、
現
在
も

多
く
の
優
秀
な
学
生
た
ち
が
育
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
学
友
会
の
皆
さ
ん
の
力
を
集
結
し
、
学
友

の
つ
な
が
り
を
広
げ
、
親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、

日
中
両
国
の
国
際
交
流
の
促
進
や
経
済
・
文
化
の

発
展
に
一
層
寄
与
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

学友会からの寄付金を手に、学友会メンバーらとの記念撮影

出席者たちによる記念撮影

　

水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西

大
学
大
連
訪
問
団
一
行
は
、
２
０
１
３
年
５
月
26

日
、
大
連
市
内
の
ホ
テ
ル
で
第
３
回
城
西
大
連
・
東

北
学
友
会
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
懇
親
会
に
は
、
城
西
大
学
・
城
西
国
際

大
学
で
学
ん
だ
日
中
連
携
大
学
院
の
卒
業
生
、
在

学
生
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ｍ
Ｂ
Ａ
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
や
共

同
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
卒
業
生
、〝
向
坊
隆
記
念
〟

第
３
回
城
西
大
連
・
東
北
学
友
会
懇
親
会
を
開
催

日
時
：
２
０
１
３
年
５
月
26
日

場
所
：
大
連
市
内
、中
華
人
民
共
和
国
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贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
城
西
大
学
福
島
和
伸
先
生
か

ら
大
連
理
工
大
学
経
済
学
部
長
の
蘇
敬
勤
（Su 

Jingqin

）
先
生
に
今
回
寄
贈
す
る
文
庫
の
目
録
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
記
念
文
庫
は
、
戦
後
の
日

本
経
済
復
興
か
ら
高
度
成
長
の
時
代
に
お
い
て
、

水
田
三
喜
男
先
生
が
日
本
経
済
発
展
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
た
軌
跡
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
図
書
か
ら

選
書
を
始
め
て
、
今
回
ま
で
で
累
計
７
６
３
冊
を

寄
贈
し
ま
し
た
。
第
９
回
と
な
る
今
回
は
、
政
府

系
刊
行
物
・
白
書
類
や
城
西
大
学
・
城
西
国
際
大

学
の
紀
要
に
加
え
、
応
用
数
学
、
女
性
学
や
福
祉

関
連
の
図
書
も
含
め
、
計
１
１
７
冊
を
寄
贈
し
ま

し
た
。

　

２
０
１
３
年
５
月
27
日
、
水
田
宗
子
理
事
長
を

団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西
大
学
大
連
訪
問
団
一

行
は
、
大
連
理
工
大
学
（D

alian U
niversity of 

T
echnology

）
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

到
着
後
、
水
田
理
事
長
と
張
徳
祥
（Zhang 

D
exiang

）
党
委
書
記
の
会
見
が
行
わ
れ
た
後
、
張

徳
祥
党
委
書
記
、
寧
桂
玲
（N

ing Guiling

）
副
学

長
を
は
じ
め
同
大
学
の
先
生
方
の
ご
出
席
の
も
と

〝
向
坊
隆
記
念
〟
村
井
隆
奨
学
金
、〝
水
田
三
喜
男
記

念
〟
水
田
宗
子
奨
学
金
授
与
式
が
行
わ
れ
、
大
連
理

工
大
学
大
学
院
の
両
奨
学
生
計
39
名
に
水
田
理
事
長

お
よ
び
村
井
隆
顧
問
か
ら
奨
学
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
授
与
さ
れ
た
院
生
は
、
い
ず
れ
も
大
連
理
工
大

学
の
各
専
門
分
野
の
博
士
課
程
と
修
士
課
程
か
ら
特

に
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
活
動
、

そ
し
て
社
会
で
の
活
躍
を
大
い
に
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

そ
の
後
引
き
続
き
、
水
田
三
喜
男
記
念
文
庫
の

ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
施
設
も
完
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

林
先
生
は
大
連
理
工
大
学
党
委
書
記
を
長
く
務
め

ら
れ
た
後
、
大
連
高
級
経
理
学
院
の
院
長
に
就
任
さ

れ
、
学
校
法
人
城
西
大
学
の
大
連
事
務
所
開
設
な
ら

び
に
日
中
連
携
大
学
院
開
設
に
あ
た
っ
て
も
大
変
尽

力
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。

　

会
見
で
は
、
林
先
生
か
ら
開
学
に
至
る
ま
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
話
や
、
経
営
や
運
営
に
関
す
る

有
意
義
な
お
話
が
あ
り
、
本
学
か
ら
も
大
連
理
工

大
学
と
の
学
術
交
流
の
進
展
の
様
子
や
、
日
中
連

携
大
学
院
博
士
号
取
得
の
成
果
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
林
先
生
自
ら
、
真
新
し
く
豪
華
な
キ
ャ
ン

パ
ス
や
さ
ま
ざ
ま
な
関
連
施
設
等
を
ご
案
内
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
昨
年
５
月
に
訪
問
し
た
際
に
本
学
が

記
念
植
樹
し
た
水
田
桜
も
す
く
す
く
と
育
っ
て
い
る

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

水田理事長と張徳祥党委書記の会見の模様

奨学金の授与蘇敬勤先生（左）への記念文庫の目録授与

林先生（右）と会見する水田理事長（左）、村井隆顧問（中）

中
国 

大
連
理
工
大
学
に
て〝
向
坊
隆
記
念
〟村
井
隆
奨
学
金
、

〝
水
田
三
喜
男
記
念
〟水
田
宗
子
奨
学
金
授
与
式
お
よ
び

水
田
三
喜
男
記
念
文
庫
第
９
次
贈
呈
式
を
挙
行

日
時
：
２
０
１
３
年
５
月
27
日

場
所
：
大
連
理
工
大
学
、中
華
人
民
共
和
国
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水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西

大
学
大
連
訪
問
団
一
行
は
、
２
０
１
３
年
５
月
28

日
、
大
連
外
国
語
大
学
（D

alian U
niversity of 

Foreign Languages

）
を
訪
問
し
、
柳
振
万
（Liu 

Zhenw
an

）
党
委
書
記
や
孫
玉
華
（Sun Y

uhua

）

学
長
ら
と
会
見
し
ま
し
た
。

　

大
連
外
国
語
大
学
は
、
中
国
東
北
地
方
で
は
唯
一

の
外
国
大
学
（
国
立
）
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
約

１
万
３
千
名
の
学
生
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

同
大
は
今
年
、
こ
れ
ま
で
の
「
大
連
外
国
語
学
院
」

か
ら
「
大
連
外
国
語
大
学
」
に
昇
格
・
改
名
し
、
今

回
の
訪
問
は
、
お
り
し
も
大
学
改
名
式
の
前
日
と
な

り
ま
し
た
。
会
見
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
両
大
学
の
交
流

を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
今
後
の
日
中
観
光
人
材
育
成

に
つ
い
て
議
論
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
奨
学
生
制
度
や

本
学
観
光
学
部
へ
の
大
連
外
国
語
大
学
学
生
の
オ
ー

ル
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ス
で
の
受
け
入
れ
等
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
改
名
し
た
大
連
外
国
語
大
学
の
船
出
を

祝
っ
て
本
学
か
ら
帆
船
「
日
本
丸
」
の
模
型
を
贈
呈

し
、
そ
れ
に
応
え
て
柳
書
記
が
訪
問
団
一
行
そ
れ
ぞ

れ
に
そ
の
場
で
自
筆
の
書
を
お
書
き
く
だ
さ
り
、
一

人
ひ
と
り
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

柳
先
生
は
長
い
間
観
光
分
野
の
第
一
線
で
ご
活
躍

を
さ
れ
、
大
連
を
「
浪
漫
之
都
（Rom

antic City

）」

と
い
う
観
光
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
登
録
し
、
世
界
都
市

観
光
の
最
先
端
に
立
っ
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
さ
れ

ま
し
た
。
柳
先
生
自
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
ご
案
内
く

だ
さ
っ
た
後
、
先
生
ご
自
身
が
手
が
け
ら
れ
た
市
内

の
赤
ア
カ
シ
ア
並
木
も
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
校
法
人
城
西
大
学
は
、
２
０
１
３
年
６
月
３

日
、ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
（U

niversity 
of W

arsaw

）と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

本
学
は
、
中
期
目
標
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育

成
に
向
け
た
国
際
交
流
活
動
強
化
を
掲
げ
て
、
世

界
の
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
と
積
極
的
に
国
際
交
流
を

深
め
て
お
り
、
最
近
で
は
特
に
中
欧
や
ア
ジ
ア
で
の

国
際
交
流
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お

い
て
も
、
す
で
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
日
本
情
報
工
科
大

学
（Polish-Japanese Institute of Inform

ation 
T

echnology

）、
ウ
ッ
チ
大
学
（U

niversity of 
Lodz

）
と
学
術
交
流
協
定
を
結
び
交
流
を
開
始
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
水
田
宗
子
理
事
長
の
代
理

と
し
て
並
河
克
彦
経
営
企
画
室
長
、
市
山
・
マ
リ

ア
・
し
げ
み
城
西
国
際
大
学
語
学
教
育
セ
ン
タ
ー
所

長
が
同
大
学
を
往
訪
し
、
学
術
交
流
協
定
を
締
結
す

る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
今
回
の
訪
問
で
は
、

研
究
・
交
流
担
当
の
ア
ロ
イ
ジ
ィ
・
ノ
ヴ
ァ
ッ
ク

（A
lojzy Z. N

ow
ak

）
副
学
長
と
の
会
談
が
実
現

し
、
協
定
書
を
取
り
交
わ
す
と
と
も
に
、
両
大
学
共

に
力
を
入
れ
て
い
る
国
際
交
流
に
関
す
る
話
し
合
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
は
、
１
８
１
６
年
設
立
の
総
合

大
学
で
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
シ
ョ
パ
ン
（Frédéric 

François Chopin
）
も
卒
業
生
の
一
人
で
す
。
現

在
で
は
、
人
文
科
学
か
ら
自
然
科
学
ま
で
１
０
０
以

上
の
コ
ー
ス
が
あ
り
、
６
万
１
３
０
０
名
の
学
生
を

有
し
て
い
ま
す
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
欧
州
で
も
最
も

古
く
か
ら
日
本
語
・
日
本
文
化
の
研
究
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
は
常
に
そ
の
中
心

的
研
究
機
関
で
あ
り
、
１
９
１
９
年
に
は
ポ
ー
ラ
ン

ド
で
初
め
て
日
本
語
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。
現
在

は
、
東
洋
研
究
所
日
本
韓
国
学
科
が
欧
州
の
日
本
研

究
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
締
結
を
受
け
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
か

ら
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
予
定
で
す
が
、
さ
ら
に

今
後
、
両
学
の
間
で
教
育
や
研
究
の
共
同
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
構
築
、
教
員
・
学
生
の
交
流
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
協
力
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

中
国 

大
連
外
国
語
大
学
を
訪
問
、大
学
改
名
式
を
お
祝
い

日
時
：
２
０
１
３
年
５
月
28
日

場
所
：
大
連
外
国
語
大
学
、中
華
人
民
共
和
国

ポ
ー
ラ
ン
ド 

ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結

日
時
：
２
０
１
３
年
６
月
３
日

場
所
：
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
、ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国

孫学長（右）と会見する水田理事長

日本丸の模型を手にする柳先生（左）と水田理事長

アロイジィ・ノヴァック副学長（右）と協定書を取り交わす並河室長（左）
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水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西

大
学
訪
問
団
一
行
は
、
２
０
１
３
年
６
月
17
日
か
ら

18
日
に
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
（T

he U
niversity of British Colum

bia

）

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
往
訪
で
は
、
今
後
の
交
流
の
拡
大
を
見
据
え

て
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ト
ゥ
ー
プ
（Stephen J. Toope

）
学

長
、
デ
ビ
ッ
ド
・
フ
ァ
ー
ラ
ー
（David Farrar

）
副
学

長
ら
と
会
見
す
る
と
と
も
に
、
同
学
の
社
会
福
祉
学
部

を
視
察
し
、テ
ィ
モ
シ
ー
・
ス
テ
イ
ン
ト
ン
（Tim

othy 
Stainton

）
学
部
長
と
も
会
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
滞
在
中
の
18
日
に
は
、
本
学
よ
り
ご
紹
介
申

し
上
げ
て
同
大
学
主
催
に
よ
り
、
高
円
宮
妃
殿
下
の

根
付
に
関
す
る
ご
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ご
講
演

は
ア
ジ
ア
学
科
に
隣
接
す
る
リ
ュ
ウ
・
イ
ン
ス
テ
ィ

テ
ュ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
、
同
大
学
関
係
者
、
日
本
文

化
研
究
者
、
地
元
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
方
々
な

ど
、
会
場
一
杯
の
参
加
者
を
得
て
、
質
疑
も
予
定
時

間
を
超
え
る
、
活
気
あ
る
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

妃
殿
下
は
、
根
付
の
コ
レ
ク
タ
ー
・
研
究
者
と
し
て

も
功
績
を
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
本
学
で
も
２
０
１
２

年
９
月
に
城
西
大
学
水
田
美
術
館
で
「
高
円
宮
妃
久

子
殿
下
特
別
展 

空
翔
け
る
鳥
、
旅
す
る
根
付
」
と

題
し
た
根
付
の
写
真
展
お
よ
び
妃
殿
下
の
根
付
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
展
示
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
は

１
９
０
８
年
に
設
立
さ
れ
、
学
部
生
４
万
人
、
大
学

院
生
１
万
人
の
カ
ナ
ダ
西
部
最
大
の
総
合
大
学
で
す
。

　

本
学
と
の
関
係
は
１
９
９
１
年
水
田
宗
子
理
事
長

が
特
別
招
聘
教
授
と
し
て
講
義
を
さ
れ
た
こ
と
に
さ

か
の
ぼ
り
、
先
方
か
ら
定
期
的
に
客
員
教
授
を
受
け

入
れ
る
深
い
関
係
を
保
っ
て
き
ま
し
た
。
中
で
も
、

ア
ジ
ア
学
科
は
城
西
国
際
大
学
国
際
人
文
学
部
と
学

術
交
流
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
本
学
か
ら
も
日
本

語
講
師
の
派
遣
、
Ｊ
Ｉ
Ｕ
福
祉
総
合
学
部
・
国
際
人

文
学
部
の
夏
期
研
修
派
遣
な
ど
の
交
流
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
７
月
５
日
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ペ
ト
ラ・

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
大
学
（Petra Christian University

）

の
ロ
ー
リ
ー
・
イ
ン
タ
ン
学
長
（Prof. D

r. Rolly 
Intan

）
が
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
学
さ

れ
、
本
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

本
学
は
、
中
期
目
標
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

に
向
け
た
国
際
交
流
活
動
強
化
を
掲
げ
て
世
界
の
さ

ま
ざ
ま
な
大
学
と
積
極
的
に
国
際
交
流
を
深
め
て
お

り
、
最
近
で
は
特
に
中
欧
や
ア
ジ
ア
で
の
国
際
交
流

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

ペ
ト
ラ
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
大
学
と
は
、
昨
年
７
月

に
同
大
で
行
わ
れ
た
「
ア
ジ
ア
・
サ
マ
ー
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
（A

sia Sum
m

er Program

）」
に
本
学
が
参

加
し
た
際
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
交
流
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
の
学
長
来
学
に
よ
り
学
術
交
流
を

締
結
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

ペ
ト
ラ
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
大
学
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
第
２
の
都
市
ス
ラ
バ
ヤ
に
位
置
す
る
私
立
大
学

で
、
思
い
や
り
と
キ
リ
ス
ト
教
の
価
値
観
を
担
う
国

際
大
学
に
な
る
と
い
う
展
望
の
も
と
１
９
６
１
年
に

創
立
さ
れ
ま
し
た
。
６
学
部
21
学
科
、
大
学
院
２
研

究
科
で
構
成
さ
れ
、
学
術
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
け
で

は
な
く
、
専
門
知
識
や
実
践
的
な
ス
キ
ル
が
習
得
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
積
極
的
に
推
進
し
て
お
り
、
学

生
数
は
約
８
千
人
で
す
。

　

今
回
来
学
さ
れ
た
ロ
ー
リ
ー
学
長
と
メ
イ
リ
ン
ダ
国

際
交
流
部
長
（M

eilinda, M
a

）
は
キ
ャ
ン
パ
ス
に
ご
到

着
後
３
号
棟
の
主
要
施
設
を
見
学
し
た
後
、
水
田
宗
子

理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る
学
校
法
人
城
西
大
学
の
執
行

部
メ
ン
バ
ー
ら
と
国
際
会
議
室
に
て
面
会
し
ま
し
た
。

　

締
結
に
先
立
ち
、
水
田
理
事
長
は
「
本
学
と
ペ
ト

ラ
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
大
学
は
学
部
の
共
通
分
野
も
多

く
、
今
回
の
締
結
を
機
に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
交

流
を
具
体
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。
続
い
て
ロ
ー
リ
ー
学
長
も
「
今
後
の
両
学
の

交
流
促
進
に
よ
り
、
日
本
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
み
な

ら
ず
グ
ロ
ー
バ
ル
に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成
に
い
っ

そ
う
力
を
入
れ
て
ゆ
く
」
と
話
さ
れ
、
そ
の
後
協
定

書
の
締
結
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
学
長
ら
は
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
を

離
学
後
、
観
光
学
部
の
あ
る
本
学
の
安
房
キ
ャ
ン
パ

ス
を
訪
問
し
、
主
要
施
設
を
見
学
す
る
と
と
も
に
、

観
光
学
部
を
は
じ
め
と
す
る
今
後
の
両
大
学
で
の
具

体
的
な
交
流
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
の
場
を
持
ち
ま

し
た
。
ま
た
、
翌
日
は
千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪

問
し
、
施
設
見
学
に
加
え
て
、
学
生
に
よ
る
学
長
へ

の
英
語
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ 

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
を
訪
問
、

高
円
宮
妃
殿
下
ご
講
演

日
時
：
２
０
１
３
年
６
月
17
日
～
18
日

場
所
：
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
、カ
ナ
ダ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア 

ペ
ト
ラ
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
大
学
学
長
が
来
学
、

学
術
交
流
協
定
を
締
結

日
時
：
２
０
１
３
年
７
月
５
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

キャンパス内にある人類学博物館にて、トゥープ学長（中）と妃殿下のご講演の様子

学術交流協定を締結
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２
０
１
３
年
９
月
９
日
、
中
国
吉
林
省
長
春
に
あ
る

東
北
師
範
大
学
人
文
学
院
（College of Hum

anities 
&

 Sciences of N
ortheast N

orm
al U

niversity

）

か
ら
、
穆
樹
源
（M

u Shuyuan
）
理
事
長
と
洪
栖

川
（H

ong X
ichuan

）
日
本
語
言
文
化
学
院
名
誉

院
長
が
本
学
の
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪

れ
、
両
大
学
間
の
学
術
交
流
協
定
の
調
印
式
を
行
い

ま
し
た
。
今
回
は
、
包
括
協
定
に
加
え
日
中
共
同
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
協
定
も
締
結
し
ま
し
た
。

　

東
北
師
範
大
学
人
文
学
院
は
１
９
８
８
年
に
創
立

さ
れ
、
２
０
０
４
年
に
中
国
教
育
部
に
認
可
さ
れ
た

中
国
の
私
立
大
学
で
す
。
吉
林
省
の
省
都
の
長
春
に

あ
る
長
春
ハ
イ
テ
ク
産
業
開
発
区
に
位
置
し
、
国
際

商
務
学
部
、
文
学
部
、
福
祉
学
部
や
芸
術
学
部
、
デ

ザ
イ
ン
学
部
な
ど
13
学
部
42
専
攻
を
有
し
、
お
よ
そ

１
万
人
の
学
生
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

調
印
式
に
際
し
、
学
校
法
人
城
西
大
学
水
田
宗
子

理
事
長
は
「
本
学
と
東
北
師
範
大
学
と
は
メ
デ
ィ

ア
・
福
祉
・
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
な
ど
、
共
通
の
学
部
も

多
い
。
両
学
で
力
を
合
わ
せ
、
21
世
紀
に
必
要
と
さ

れ
る
国
際
人
材
を
育
成
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。
続
い
て
、
穆
樹
源
理
事
長
も
「
学
校
法
人

城
西
大
学
は
経
験
が
豊
富
で
、
本
学
が
学
ぶ
も
の
は

多
い
。
今
後
は
共
通
す
る
学
部
を
ベ
ー
ス
に
、
両
学

の
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
、
そ
の
後

協
定
の
締
結
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
共
同
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
両
学
で

は
今
後
、
日
本
語
・
中
国
語
・
英
語
の
優
れ
た
語
学
力

を
備
え
、
日
中
両
国
の
文
化
と
社
会
に
関
す
る
深
い
知

識
を
持
ち
、
国
際
化
社
会
に
お
い
て
経
営
・
金
融
・
観

光
・
メ
デ
ィ
ア
・
Ｉ
Ｔ
・
福
祉
な
ど
の
専
門
分
野
で
活

躍
で
き
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西

大
学
瀋
陽
訪
問
団
一
行
は
、
２
０
１
３
年
９
月
13
日

に
中
国
医
科
大
学
（China M

edical U
niversity

）

を
訪
問
し
、
趙
群
（Zhao Q

un

）
学
長
ら
と
会
見

し
ま
し
た
。

　

中
国
医
科
大
学
と
は
、
２
０
１
１
年
10
月
訪
問
時

に
党
委
書
記
の
戴
万
津
（D

ai W
anjin

）
先
生
と

会
見
し
た
後
、
同
年
12
月
に
学
術
交
流
協
定
を
締
結

し
、
そ
の
後
両
学
で
医
療
福
祉
分
野
を
は
じ
め
、
環

境
・
介
護
・
薬
剤
・
語
学
分
野
で
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
人

材
の
養
成
・
共
同
教
育
や
、
城
西
国
際
大
学
の
看
護

学
部
の
学
生
海
外
研
修
へ
の
受
け
入
れ
教
育
に
つ
い

て
協
議
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
見
に
は
、
趙
学
長
を
は
じ
め
、
潘
伯
臣

（Pan Bochen

）
国
際
交
流
処
長
、
王
禾
（W

ang 
H

e

）日
本
語
研
究
室
副
主
任
ら
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
見
で
は
、
水
田
理
事
長
が
「
日
本
、
中
国
と
も
今

後
よ
り
一
層
の
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
中
、
両
学

で
日
中
間
の
高
齢
者
向
け
の
医
療
・
看
護
・
福
祉
に
つ

い
て
連
携
を
よ
り
深
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
、
趙
学
長
も
「
両
学
の
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
強
化
し
て
両
国
、
両
地
域
に
根
付
い
た
医
療
人

材
を
育
て
て
い
き
た
い
」
と
応
え
ま
し
た
。

　

現
在
、
城
西
国
際
大
学
看
護
学
部
で
は
、
全
員
が

１
年
生
時
に
米
国
で
の
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
会
見
で
、
同
学
部
の
中
国
医
科
大
学
で
の
研

修
受
け
入
れ
に
つ
い
て
実
務
的
な
話
し
合
い
が
も
た

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
語
教
育
・
日
本
文
学
に
関

し
て
も
話
し
合
い
が
進
み
、
相
互
の
教
員
派
遣
や
共

同
研
究
を
今
後
具
体
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
で
合
意

し
ま
し
た
。

　

会
見
後
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
歴
史
に
ま
つ
わ
る

資
料
・
写
真
等
が
多
数
飾
ら
れ
て
い
る
歴
史
展
示
室

や
、
中
国
医
科
大
学
の
前
身
で
あ
る
南
満
医
学
堂

（
後
の
満
州
医
科
大
学
）
旧
校
舎
な
ど
も
見
学
し
ま
し

た
。
ま
た
、
今
回
訪
問
団
の
一
員
と
し
て
参
加
し
た

城
西
国
際
大
学
の
飯
田
加
奈
恵
（K

anae Iida

）
看

護
学
部
長
が
、
中
国
医
科
大
学
の
看
護
学
部
長
と
研

修
受
け
入
れ
等
に
関
す
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
持
ち
、

中
国
東
北
地
域
に
お
け
る
最
大
の
総
合
病
院
で
あ
る

同
大
学
付
属
病
院
の
主
要
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
お
よ
び
各
種
合
意
を
受
け
、
日
中
両

国
の
医
療
・
看
護
・
福
祉
お
よ
び
日
本
語
教
育
に
関

す
る
人
事
育
成
の
た
め
の
具
体
的
な
交
流
の
進
展
が

大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

調印書へのサイン

水田理事長と趙学長の会見中国医科大学キャンパス

中
国 

東
北
師
範
大
学
人
文
学
院
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結

日
時
：
２
０
１
３
年
９
月
９
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

中
国
医
科
大
学
を
訪
問
、看
護
学
部
研
修
受
け
入
れ
で
合
意

日
時
：
２
０
１
３
年
９
月
13
日

場
所
：
中
国
医
科
大
学
、中
華
人
民
共
和
国
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水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人

城
西
大
学
瀋
陽
訪
問
団
一
行
は
、
２
０
１
３
年

９
月
14
日
に
中
国
の
東
北
大
学
（N

ortheastern 
U

niversity

）
に
て
丁
烈
雲
（D

ing Lieyun
）
学

長
ら
と
会
見
し
、
両
学
に
よ
る
共
同
学
部
の
設
立
に

関
す
る
覚
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

日
本
の
大
学
と
海
外
の
大
学
に
よ
る
共
同
学
部
設

立
は
過
去
に
も
ほ
と
ん
ど
例
の
な
い
画
期
的
な
こ
と

で
あ
り
、
国
際
学
術
交
流
の
新
た
な
展
開
と
し
て
今

後
の
展
開
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
覚
書
は
、
東
北
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
両
学

に
よ
る
共
同
学
部
（
共
同
教
育
機
構
）「
東
北
大
学

国
際
文
化
創
造
学
部
（
仮
称
）」
を
設
置
し
て
、
両

学
で
工
学
、
人
文
学
、
メ
デ
ィ
ア
学
を
核
と
す
る
教

育
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
共
同
で
育
成
す
る
こ
と
に

合
意
し
た
も
の
で
す
。

　

会
見
で
は
、
丁
学
長
を
は
じ
め
、
姜
茂
発
（Jiang 

M
aofa

）
副
学
長
、
呉
勁
松
（W

u Jinsong

）
学
長

補
佐
、
于
福
暁
（Y

u Fuxiao

）
国
際
合
作
お
よ
び

交
流
処
長
、
王
秋
菊
（W

ang Q
iuju

）
外
国
語
学

院
副
院
長
ら
の
出
席
の
も
と
、
本
学
訪
問
団
と
共
同

学
部
の
設
立
等
に
関
し
て
議
論
し
ま
し
た
。

　

会
見
で
水
田
理
事
長
は
「
今
年
で
90
周
年
を
迎
え

る
、
伝
統
あ
る
東
北
大
学
と
共
同
学
部
の
設
立
に
合

意
で
き
、
大
変
光
栄
で
す
。
共
同
学
部
で
は
、
両
大

学
で
力
を
合
わ
せ
て
言
語
・
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
を
コ

ア
に
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
丁

学
長
も
「
自
然
・
理
工
分
野
に
強
い
東
北
大
学
と
、

人
文
分
野
に
強
い
城
西
大
学
の
互
い
の
長
所
を
生
か

し
た
共
同
学
部
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
産
業
に
お
い
て
先
端
的
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
活
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
を
育
成
し
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

今
回
の
合
意
に
基
づ
き
、
今
後
両
学
に
よ
る
設
置

準
備
委
員
会
を
設
置
し
て
共
同
学
部
設
置
に
向
け
て

諸
準
備
を
開
始
し
、
中
国
政
府
教
育
部
の
許
認
可
申

請
を
行
い
、
早
期
の
学
部
開
設
を
目
指
し
ま
す
。

　

本
学
と
東
北
大
学
は
２
０
１
０
年
８
月
に
学
術
交

流
を
締
結
し
、
以
降
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
学
生

や
教
員
の
交
流
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

　

水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西

大
学
瀋
陽
訪
問
団
一
行
は
、
２
０
１
３
年
９
月
14
日

に
瀋
陽
市
内
に
て
中
国
の
吉
林
工
程
技
術
師
範
学
院

（Jilin T
eachers' Institute of Engineering &

 
T

echnology

）
の
劉
琦
（Liu Q

i

）
副
学
長
ら
と

会
見
し
、
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

吉
林
工
程
技
術
師
範
学
院
に
は
、
デ
ザ
イ
ン
、
ア

ニ
メ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
工
芸
教
育
な
ど
多
く
の
専

攻
を
持
つ
芸
術
学
部
が
あ
り
、
本
学
の
メ
デ
ィ
ア
学

部
と
の
共
通
分
野
も
多
い
た
め
、
今
回
の
締
結
に
よ

り
、
メ
デ
ィ
ア
を
中
心
と
す
る
両
大
学
間
の
教
育
お

よ
び
研
究
の
諸
分
野
の
学
術
交
流
や
、
教
員
、
研
究

者
お
よ
び
学
生
の
交
流
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
会
見
で
は
中
国
で
も
高
ま
る
観
光
人
材
や

高
度
の
専
門
的
職
業
人
育
成
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ

く
、
水
田
理
事
長
よ
り
城
西
国
際
大
学
観
光
学
部
や

大
学
院
国
際
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
へ
の

留
学
へ
の
提
案
等
も
あ
り
、
劉
副
学
長
も
「
ぜ
ひ
早

期
に
学
術
交
流
を
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
れ
ら
を
実
現
し

た
い
」
と
応
え
ま
し
た
。

　

吉
林
省
長
春
市
に
あ
る
吉
林
工
程
技
術
師
範
学
院

は
、
国
務
院
許
可
の
も
と
に
１
９
７
９
年
に
創
立
さ

れ
た
公
立
大
学
で
、
現
在
、
遼
寧
省
・
吉
林
省
・
黒

竜
江
省
の
東
北
三
省
と
内
モ
ン
ゴ
ル
地
区
に
お
い
て

唯
一
の
全
日
制
本
科
職
業
師
範
大
学
と
し
て
広
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
工
学
、
理
学
、
人
文
学
、
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、
経
済
、
教
育
、
芸
術
の
七
つ
の
学
部
が
あ

り
、
学
生
数
は
約
１
万
１
千
名
で
す
。

し
て
、
２
０
１
０
年
に
は
両
大
学
と
大
連
理
工
大

学
（D

alian U
niversity of T

echnology

）、
大

連
外
国
語
大
学
（D
alian U

niversity of Foreign 
Languages

）
の
連
携
に
よ
る
日
中
連
携
大
学
院
博

士
課
程
を
開
設
、
集
中
講
義
を
含
め
て
こ
れ
ま
で
に

多
く
の
留
学
生
が
本
学
で
学
ん
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
た
両
校
の
交
流
に
対
す

る
水
田
理
事
長
の
貢
献
・
実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、

水
田
理
事
長
が
２
０
１
２
年
９
月
に
東
北
大
学
よ
り

名
誉
教
授
証
書
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

調印式を終えて

両学関係者による記念撮影

中
国 
東
北
大
学
と
共
同
学
部
設
立
で
合
意

日
時
：
２
０
１
３
年
９
月
14
日

場
所
：
東
北
大
学
、中
華
人
民
共
和
国

中
国 

吉
林
工
程
技
術
師
範
学
院
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結

日
時
：
２
０
１
３
年
９
月
14
日

場
所
：
吉
林
工
程
技
術
師
範
学
院
、中
華
人
民
共
和
国
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水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西

大
学
瀋
陽
訪
問
団
一
行
は
、
２
０
１
３
年
９
月
15
日

に
中
国
の
東
北
大
学
の
創
立
90
周
年
記
念
式
典
に
出

席
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
姉
妹
校
と
し
て
の
こ
れ
ま

で
の
両
学
の
学
術
交
流
・
人
材
育
成
の
成
果
を
受

け
、
東
北
大
学
よ
り
招
待
さ
れ
て
出
席
し
た
も
の

で
、
中
国
内
外
の
各
分
野
の
招
待
客
の
う
ち
、
海
外

の
大
学
で
招
待
を
受
け
た
の
は
本
学
含
め
て
２
校
の

み
で
し
た
。

　

東
北
大
学
は
、
１
９
２
３
年
の
創
立
以
来
、「
自

立
奮
闘
、
強
い
意
志
を
持
つ
、
知
識
と
行
動
が
一
致

す
る
」
建
学
精
神
の
も
と
発
展
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
す
で
に
社
会
に
25
万
人
以
上
の
卒
業
生
を
送
り

込
み
、
中
国
内
の
み
な
ら
ず
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育

成
や
、
多
方
面
で
大
き
な
研
究
成
果
を
上
げ
て
き
ま

し
た
。
現
在
、
東
北
大
学
は
「
進
展
す
る
中
国
内
で

国
内
一
流
、
世
界
で
有
名
な
大
学
の
高
い
水
準
の
研

究
型
大
学
」
を
目
標
に
さ
ら
な
る
歩
み
を
続
け
て
い

ま
す
。

　

当
日
は
雲
一
つ
な
い
青
空
の
も
と
、
創
立
90
周
年

を
記
念
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
午
前
中
に
本
館
前
で
行
わ
れ
た
記
念
祝
賀
会
で

は
、
水
田
理
事
長
が
各
界
の
招
待
客
ら
と
と
も
に
ス

テ
ー
ジ
上
の
特
別
席
に
て
出
席
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
各
学
院
に
て
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
が
、
東
北
大
学
の
特
別
招
聘
教
授
で
あ
る

水
田
理
事
長
は
、
外
国
語
学
院
内
の
教
室
に
て
「
文

学
批
評
と
は
何
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
特
別
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

　

全
15
回
の
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
る
講
演
の
第
１

回
に
あ
た
る
今
回
は
、
文
学
と
文
学
批
評
の
成
立
過

程
や
文
学
批
評
の
歴
史
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
批
評
理

論
等
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
、
出
席
し
た
約
70
名
の

日
本
語
学
部
の
教
員
や
院
生
ら
は
皆
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
会
終
了
後
に
は
、
日
本
語
学
部
で
日

本
語
を
教
え
て
い
る
城
西
国
際
大
学
の
卒
業
生
ら
と

久
々
に
再
会
し
、
授
業
や
学
生
た
ち
と
の
接
し
方
な

ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
と
と
も
に
、
中
国

で
の
生
活
等
に
関
し
て
歓
談
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
訪
問
団
は
当
日
の
夜
に
体
育
館
で
行
わ

れ
た
創
立
記
念
「
演
芸
の
夕
べ
」
に
も
出
席
し
、

詰
め
か
け
た
学
生
や
Ｏ
Ｂ
、
地
元
関
係
者
ら
多
く

の
出
席
者
た
ち
と
共
に
創
立
90
周
年
を
祝
福
し
ま

し
た
。

中
国 

東
北
大
学
創
立
90
周
年
記
念
式
典
に
出
席
、

水
田
理
事
長
の
特
別
講
演
会
を
開
催

日
時
：
２
０
１
３
年
９
月
15
日

場
所
：
東
北
大
学
、中
華
人
民
共
和
国

式典会場の様子

特別講演の様子

「演芸の夕べ」

　

水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西

大
学
瀋
陽
訪
問
団
一
行
は
、
２
０
１
３
年
９
月
16
日

に
遼
寧
大
学
（Liaoning U

niversity

）
を
訪
問
し

て
黄
泰
岩
（H

uang T
aiyan

）
学
長
ら
と
会
見
し

ま
し
た
。

　

遼
寧
大
学
は
１
９
４
８
年
に
創
立
さ
れ
た
学
生
数

２
万
７
千
名
の
国
立
大
学
で
、
中
国
の
国
家
重
点
大

学
の
一
つ
で
あ
り
、
遼
寧
省
で
も
最
高
ク
ラ
ス
の
大

学
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
際
経
済
学
院
、
経

済
管
理
学
院
、
工
商
管
理
学
院
な
ど
25
の
学
部
で
構

成
さ
れ
た
総
合
大
学
で
、
日
本
語
科
も
設
置
さ
れ
て

お
り
、
日
本
か
ら
も
多
く
の
学
生
が
留
学
し
て
い
ま

す
。
本
学
は
２
０
１
１
年
10
月
の
水
田
理
事
長
の
訪

問
の
際
に
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
、
以
降
両
学
で

中
国 

遼
寧
大
学
を
訪
問

日
時
：
２
０
１
３
年
９
月
16
日

場
所
：
遼
寧
大
学
、中
華
人
民
共
和
国
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水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城

西
大
学
瀋
陽
訪
問
団
一
行
は
、
２
０
１
３
年
９
月

16
日
に
瀋
陽
師
範
大
学
（Shenyang N

orm
al 

U
niversity

）
を
訪
問
し
て
林
群
（Lin Q

un

）
学

長
ら
と
会
見
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
古
生
物
博
物
館
に
て
行
わ
れ
た

会
見
に
は
、
林
学
長
の
他
に
張
輝
（Zhang H

ui

）

副
学
長
、
孫
革
（Sun Ge

）
古
生
物
博
物
館
長
、

張
偉
（Zhang W

ei

）
国
際
交
流
合
作
処
長
ら
が
出

席
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
見
で
は
、
本
年
４
月
に
開
設
し
た
本
学
東
京
紀

尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟
の
化
石
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
、
同
大
学
の
古
生
物
博
物
館
の
協
力
に
よ
り
制
作

さ
れ
た
全
長
８
メ
ー
ト
ル
の
肉
食
恐
竜
の
全
身
骨
格

の
学
術
標
本
を
設
置
し
た
件
に
関
し
て
水
田
理
事
長

が
御
礼
を
申
し
上
げ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
多
く
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
っ
た
様
子
や
、
そ
の
後
の
活
動
内
容
等

に
つ
い
て
も
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
本
学
メ

デ
ィ
ア
学
部
、
観
光
学
部
の
活
動
・
研
究
内
容
の
紹

介
や
、
日
中
と
も
に
少
子
高
齢
化
社
会
が
進
ん
で
い

く
中
で
の
福
祉
、
看
護
等
を
含
め
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
育
成
の
重
要
性
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

林
学
長
も
「
お
互
い
の
国
の
文
化
や
語
学
を
学
ん

で
、
日
中
両
国
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
優
れ
た
人
材

を
両
学
で
育
成
し
た
い
」
と
応
え
ま
し
た
。

　

本
学
と
瀋
陽
師
範
大
学
は
、
２
０
１
１
年
10
月
に

学
術
交
流
を
締
結
し
、
以
降
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で

学
生
や
教
員
の
交
流
を
積
極
的
に
検
討
し
て
き
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
今
回
の
訪
問
を
経
て
、
両
学
の
間
で
日

中
教
育
共
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
今
後
、
本
協
定
に
基
づ
き
、
両
学
で
協
議
を
し

な
が
ら
日
中
間
の
共
同
研
究
を
進
め
る
と
同
時
に
、

経
営
・
Ｉ
Ｔ
・
メ
デ
ィ
ア
・
観
光
・
福
祉
・
人
文
・

環
境
の
領
域
に
お
け
る
２
＋
２
な
ど
の
具
体
的
な
共

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

会
見
後
、
訪
問
団
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
見
学
し
、

芸
術
学
部
の
教
員
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作

品
展
、
図
書
館
の
数
々
の
貴
重
な
書
物
の
紹
介
、
観

光
学
部
に
て
学
生
に
よ
る
心
の
こ
も
っ
た
お
茶
の
お

も
て
な
し
等
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
瀋
陽
師
範
大
学
は
中
国
で
絶
滅
の
危
機
に

あ
る
満
州
語
や
満
族
の
歴
史
・
文
化
を
研
究
す
る
中

国
内
の
唯
一
の
大
学
と
し
て
指
定
さ
れ
て
お
り
、
近

く
満
学
研
究
院
を
設
立
す
る
予
定
で
す
が
、
本
学
が

そ
の
研
究
院
の
日
本
側
の
窓
口
と
な
っ
て
連
携
し
て

研
究
に
取
り
組
む
こ
と
に
つ
い
て
も
、
こ
の
た
び
両

学
で
合
意
し
ま
し
た
。

の
交
流
に
つ
い
て
積
極
的
に
議
論
を
し
て
き
ま
し

た
。

　

会
見
に
は
、
本
学
か
ら
水
田
理
事
長
を
は
じ
め
村

井
隆
顧
問
ら
が
出
席
し
、
遼
寧
大
学
か
ら
は
黄
泰
岩

学
長
、
徐
平
（X

u Ping

）
副
学
長
ら
が
出
席
し
ま

し
た
。
会
見
で
は
両
学
の
最
近
の
活
動
・
研
究
状
況

の
報
告
を
す
る
と
と
も
に
、
日
本
文
化
・
日
本
語
教

育
に
加
え
、
今
後
の
日
中
両
国
に
と
っ
て
大
き
な
課

題
と
な
る
環
境
、
経
営
、
福
祉
な
ど
の
分
野
に
関
し

て
の
交
流
促
進
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会

見
で
、水
田
理
事
長
は
「
今
後
は
２
＋
２
を
は
じ
め
、

具
体
的
な
交
流
を
ぜ
ひ
進
め
た
い
。
ま
た
、
本
学
も

ス
ポ
ー
ツ
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
で
の
交

流
も
行
い
た
い
」
と
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
黄
学

長
も
「
貴
学
と
は
共
通
の
学
部
・
分
野
も
多
く
、
強

み
も
似
て
い
る
。
本
学
は
日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー
も

あ
る
の
で
、
学
生
だ
け
で
な
く
教
員
レ
ベ
ル
の
交
流

も
ぜ
ひ
深
め
て
い
き
た
い
」
と
応
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
訪
問
団
は
国
際
交
流
処
の
張
海
波

（Zhang H
aibo

）
副
処
長
の
案
内
に
よ
り
、
同
大

学
の
法
学
部
の
主
要
教
室
や
体
育
館
、
図
書
館
な

ど
、
前
回
の
訪
問
時
に
比
べ
て
さ
ら
に
美
し
く
な
っ

た
キ
ャ
ン
パ
ス
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

中
国 

瀋
陽
師
範
大
学
を
訪
問
、

２
＋
２
の
共
同
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
協
定
を
締
結

日
時
：
２
０
１
３
年
９
月
16
日

場
所
：
瀋
陽
師
範
大
学
、中
華
人
民
共
和
国

会見する水田理事長と黄学長

会見する水田理事長と林学長

観光学部にてお茶のおもてなし
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学
校
法
人
城
西
大
学
と
株
式
会
社
サ
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
は
、
２
０
１
３
年
７
月

19
日
、
次
世
代
の
映
像
・
メ
デ
ィ
ア
・
エ
ン
タ
テ
イ

ン
メ
ン
ト
人
材
育
成
に
向
け
た
「
連
携
協
力
に
関
す

る
包
括
協
定
」
を
締
結
し
、
本
学
の
東
京
紀
尾
井
町

キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
調
印
式
・
記
者
会
見
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
締
結
に
基
づ
い
て
、
８
月
26
日
よ
り
城
西

国
際
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
メ

デ
ィ
ア
学
部
映
像
芸
術
コ
ー
ス
の
中
で
次
世
代
エ
ン

タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
人
材
育
成
の
た
め
の
「
現
代
演
芸

講
座
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。

　

会
見
に
は
、
水
田
宗
子
理
事
長
、
城
西
国
際
大
学

メ
デ
ィ
ア
学
部
の
袁
福
之
学
部
長
ら
と
、サ
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
相
澤
正
久
社
長
、
岡
博

之
取
締
役
ら
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
一
般
紙
や
教
育

媒
体
関
連
の
マ
ス
コ
ミ
が
多
数
来
場
し
ま
し
た
。

　

調
印
に
先
立
ち
、
水
田
理
事
長
は
「
メ
デ
ィ
ア
学

部
で
は
、
社
会
に
役
立
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
さ
ら
に
重
要
性

が
増
す
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
領
域
に
お
い
て
、
世

界
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
つ
く
る
と
い
う
大
き
な

夢
に
向
け
、
新
し
い
一
歩
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

と
胸
を
躍
ら
せ
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
ま

た
、
相
澤
社
長
も
「
城
西
国
際
大
学
の
持
つ
体
系
的

な
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
と
、
わ
れ
わ
れ
の
も
つ
最
前

線
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
う
ま
く
合
体
さ
せ
て
、
デ
ジ
タ

ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
常
に
新
し
い
文
化
コ
ン
テ

ン
ツ
を
創
造
で
き
る
人
材
の
育
成
に
貢
献
し
た
い
」

と
今
回
の
提
携
へ
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
調
印
式
が
行
わ
れ
、
水
田
理
事
長
と
相

澤
社
長
が
協
定
書
に
サ
イ
ン
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
、
メ
デ
ィ
ア
学
部
の
袁
福
之
学
部
長

が
、
学
校
法
人
城
西
大
学
の
概
要
説
明
と
城
西
国
際

大
学
メ
デ
ィ
ア
学
部
の
人
材
育
成
の
取
り
組
み
、
今

回
の
協
定
締
結
の
目
的
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
８
月
か
ら
の
「
現
代
演
芸
講
座
」
の
講

師
を
務
め
る
岡
取
締
役
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
狙
い
と

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
概
要
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し

て
、
発
表
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
包
括
協
定
の
一
環
と
し
て
、
会
見

終
了
後
に
３
階
の
教
室
で
行
わ
れ
た
メ
デ
ィ
ア
学
部

の
授
業
「
メ
デ
ィ
ア
概
論
」
に
て
相
澤
社
長
と
岡

取
締
役
が
ゲ
ス
ト
講
演
を
行
い
、「
芸
能
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
の
役
割
と
機
能
」
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し

た
。
受
講
し
た
約
２
０
０
名
の
学
生
は
、
皆
熱
心
に

聴
い
て
い
ま
し
た
。

　

城
西
国
際
大
学
メ
デ
ィ
ア
学
部
映
像
芸
術
コ
ー
ス

で
は
、
都
心
の
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い

て
、
産
学
連
携
の
も
と
制
作
・
演
出
、
映
像
技
術
、

映
像
美
術
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
Ｃ
Ｇ
、
芸
能
、
ス

テ
ー
ジ
、
サ
ウ
ン
ド
・
音
楽
、
コ
ン
テ
ン
ツ
ビ
ジ
ネ

ス
の
８
専
攻
を
設
け
、
次
世
代
の
映
像
・
メ
デ
ィ

ア
・
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
各
分
野
で
活
躍
す
る

人
材
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
サ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

お
よ
び
グ
ル
ー
プ
会
社
は
、
40
年
以
上
に
わ
た
り
エ

ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
人
材
を
育
成
し
、
業
界
に
多
く

の
著
名
人
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
タ
レ
ン
ト

養
成
の
サ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ア
カ
デ
ミ
ー
も
経
営
し

サ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
次
世
代
の
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト

人
材
育
成
で
包
括
協
定
を
締
結
、城
西
国
際
大
学

メ
デ
ィ
ア
学
部
で
「
現
代
演
芸
講
座
」
を
ス
タ
ー
ト

日
時
：
２
０
１
３
年
７
月
19
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

　

水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西

大
学
瀋
陽
訪
問
団
一
行
は
、
２
０
１
３
年
９
月
17
日

に
渤
海
大
学
（Bohai U

niversity
）
を
訪
問
し
て
、

楊
延
東
（Y

ang Y
andong

）
学
長
ら
と
会
見
し
、

学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

渤
海
大
学
は
遼
寧
省
西
部
の
錦
州
市
に
あ
る
遼
寧

省
直
轄
の
総
合
大
学
で
、
１
９
５
０
年
創
設
の
錦
州

師
範
学
院
と
１
９
５
１
年
創
設
の
遼
寧
商
業
高
等
専

科
学
校
が
統
合
し
た
後
、
２
０
０
３
年
に
「
渤
海
大

学
」
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
３
０
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
、
管
理
学
院
、
教
育
学
院
、
歴
史
系
、
旅
游
学

院
、
商
学
院
、
生
物
学
院
、
数
学
系
、
外
国
語
学

院
、
物
理
系
、
新
聞
与
伝
播
学
院
、
芸
術
学
院
な
ど

22
学
部
56
学
科
が
あ
り
、
２
万
３
千
名
の
学
生
が
学

ん
で
い
ま
す
。

　

会
見
は
、
本
学
か
ら
は
水
田
理
事
長
、
倉
林
眞
砂

斗
副
学
長
ら
が
出
席
し
、
渤
海
大
学
か
ら
は
楊
延
東

学
長
、
趙
暉
（Zhao H

ui

）
党
委
副
書
記
が
出
席

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
見
で
は
、
水
田
理
事
長
か
ら
「
貴
学
は
、
中
国

で
最
も
美
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
と
伺
っ
て
い
ま
し
た

が
、
拝
見
し
て
本
当
に
感
激
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
本
学

の
学
生
に
も
こ
の
美
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
楊
学
長
も

「
本
学
は
、
ま
だ
日
本
の
大
学
と
の
交
流
を
あ
ま
り

持
っ
て
い
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
貴
学
と
の
具
体
的
な
交

流
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
」
と
応
え
、
そ
の
後
、
学

術
交
流
協
定
の
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
学
と
渤
海
大
学
は
、
観
光
、
メ
デ
ィ
ア
、
芸
術

な
ど
の
共
通
学
部
・
分
野
も
多
い
た
め
、
今
回
の
学

術
交
流
協
定
締
結
に
よ
り
、
今
後
両
学
間
で
さ
ま
ざ

ま
な
交
流
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ

れ
ま
す
。

中
国 

渤
海
大
学
を
訪
問
、学
術
交
流
協
定
を
締
結

日
時
：
２
０
１
３
年
９
月
17
日

場
所
：
渤
海
大
学
、中
華
人
民
共
和
国

植物園を利用して作られた広大なキャンパス

両学関係者による記念撮影
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て
い
ま
す
。

　

今
回
、
城
西
国
際
大
学
が
構
築
し
て
い
る
メ
デ
ィ

ア
関
連
の
体
系
的
な
教
育
シ
ス
テ
ム
と
、サ
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
の
も
つ
優
れ
た
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ

ン
ト
人
材
育
成
ノ
ウ
ハ
ウ
を
合
わ
せ
て
、
映
像
、
メ

デ
ィ
ア
、
ダ
ン
ス
、
ア
ク
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
わ
が
国

の
文
化
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
を
担
う
人
材
、
デ
ジ
タ
ル

時
代
と
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
お
け
る
新
し
い
文
化
コ

ン
テ
ン
ツ
を
創
造
し
広
く
社
会
経
済
に
貢
献
で
き
る

人
材
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

昨
今
の
放
送
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
報
道
や
ド
ラ
マ
と

共
に
娯
楽
番
組
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
大
変
高
く
、
役

者
や
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
な
ど
も
こ
な
せ
る
エ
ン
タ
テ

イ
ン
メ
ン
ト
人
材
の
活
躍
の
場
は
ま
す
ま
す
広
が
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
お
い
て
、

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
体
験
・
経
験
を
通
じ
て
得
ら
れ

た
「
心
地
よ
さ
・
も
て
な
し
・
満
足
・
感
動
」
が
ブ

ラ
ン
ド
を
形
成
す
る
上
で
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
城
西
国
際
大
学
メ
デ
ィ

ア
学
部
は
、
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
教
育
を
通
じ

て
、
こ
れ
か
ら
の
「
経
験
経
済
」
の
時
代
に
活
躍
で

き
る
人
材
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
現
代
演
芸
講
座
」
で
は
、
現
代
演
芸
に
関
す
る

概
論
（
基
礎
知
識
・
表
現
理
論
）、
実
技
（
身
体
表

現
基
礎
実
習
）
お
よ
び
演
習
（
制
作
実
習
）
な
ど
の

授
業
を
通
じ
て
自
ら
の
セ
ン
ス
を
磨
き
、
自
分
自

身
を
表
現
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
き
る
力
を
養
い
ま

す
。
そ
し
て
、
タ
レ
ン
ト
や
放
送
・
構
成
作
家
、
プ

ロ
モ
ー
タ
ー
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

な
ど
の
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
人
材
を
は
じ
め
、
芸

能
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
や
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
会
社
、
イ

ベ
ン
ト
会
社
な
ど
の
広
報
・
宣
伝
、
販
売
促
進
、
企

画
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
幅
広
い
世
界
で
の
人

材
育
成
を
目
指
し
ま
す
。
今
回
の
よ
う
に
、
エ
ン
タ

テ
イ
ン
メ
ン
ト
業
界
と
大
学
が
人
材
育
成
に
お
い
て

提
携
を
行
う
の
は
、
大
変
珍
し
い
試
み
で
す
。

調印後挨拶する水田理事長と相澤社長

相澤社長と岡取締役の講義の様子

　

２
０
１
３
年
８
月
26
日
か
ら
９
月
10
日
な
ら
び
に

９
月
５
日
か
ら
９
月
20
日
に
わ
た
っ
て
夏
季
英
語
セ

ミ
ナ
ー
が
マ
レ
ー
シ
ア
の
２
大
学
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
城
西
大
学
、
城
西
国
際
大
学
、
城

西
短
期
大
学
か
ら
な
る
城
西
大
学
グ
ル
ー
プ
の
約

１
２
０
名
の
学
生
が
マ
ラ
工
科
大
学
（U

niversiti 
T

eknologi M
A

RA

：
略
称
Ｕ
ｉ
Ｔ
Ｍ
）
の
国
際

教
育
セ
ン
タ
ー
（
略
称
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）
と
ト
ゥ
ン

ク
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ラ
ー
マ
ン
大
学
（U

niversiti 
T

unku A
bdul Rahm

an

：
略
称
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｒ
）
を

舞
台
に
英
語
漬
け
の
生
活
を
２
週
間
送
り
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
２
０
１
２
年
か
ら
始
ま
り
、
今
年

度
で
２
回
目
を
数
え
ま
す
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
イ

ギ
リ
ス
連
邦
に
加
盟
す
る
マ
レ
ー
シ
ア
で
集
中
的
に

英
語
を
学
び
、
ス
キ
ル
・
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
、
ま

た
、
多
民
族
国
家
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
観
光

立
国
の
一
つ
と
な
っ
た
マ
レ
ー
シ
ア
で
国
際
的
な
視
野

を
身
に
付
け
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
城
西
国
際
大
学
名
誉
博
士
ダ
ト
・
ス

リ
・
ド
ク
タ
ー
・
ン
・
イ
ェ
ン
・
イ
ェ
ン
（D

ato' 
Sri D

r. N
g Y

en Y
en

）
元
マ
レ
ー
シ
ア
観
光
大
臣

（
現
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
観
光
局
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
）

か
ら
の
ご
招
待
を
受
け
、
９
月
６
日
に
上
記
セ
ミ

ナ
ー
参
加
者
に
加
え
、
同
じ
マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
＆
サ
イ
エ
ン
ス
大
学
（M

anagem
ent and 

Science U
niversity

：
略
称
Ｍ
Ｓ
Ｕ
）で
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
研
修
や
留
学
を
し
て
い
る
城
西
大
学
薬
学

部
・
薬
学
研
究
科
の
学
部
生
・
大
学
院
生
13
名
も
合

流
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
観
光
局
を
訪
問
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
ン
・
イ
ェ
ン
・
イ
ェ
ン
元
マ
レ
ー
シ
ア

観
光
大
臣
自
ら
に
よ
る
マ
レ
ー
シ
ア
の
観
光
に
つ
い

て
の
講
演
や
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
ほ
か
昼
食
も
振

る
舞
わ
れ
、
観
光
立
国
マ
レ
ー
シ
ア
の
お
も
て
な
し

を
じ
か
に
体
験
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

城
西
大
学
グ
ル
ー
プ
が
マ
レ
ー
シ
ア
で
夏
季
英
語
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
、マ
レ
ー
シ
ア
政
府
観
光
局
を
訪
問

日
時
：
２
０
１
３
年
８
月
26
日
～
９
月
10
日
、９
月
５
日
～
９
月
20
日

場
所
：
マ
ラ
工
科
大
学
、ト
ゥ
ン
ク・ア
ブ
ド
ゥ
ル・ラ
ー
マ
ン
大
学
、マ
レ
ー
シ
ア

ン・イェン・イェン元マレーシア観光大臣を囲んでセミナー参加者全員での記念写真
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２
０
１
３
年
４
月
27
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学
東

京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟
竣
工
記
念
と
し

て
、
日
本
／
ア
ジ
ア
映
像
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ら
び
に

城
西
国
際
大
学
メ
デ
ィ
ア
学
部
主
催
、
日
活
株
式
会

社
の
協
力
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「Supernatural 

A
sia

︱
︱
ア
ジ
ア
映
像
に
お
け
る
自
然
性
と
超
自

然
性
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
日
本
お
よ
び
ア
ジ
ア
の

映
像
文
化
に
お
け
る
「
自
然
性
」
と
「
超
自
然
性

（Supernatural

）」「
不
自
然
性
」
を
基
本
テ
ー
マ

に
、
現
在
の
日
本
や
ア
ジ
ア
で
、
ど
の
よ
う
に
自
然

性
と
超
自
然
性
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
か
を
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
考
え
、
議
論
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
冒
頭
で
、
学
校
法
人
城
西
大
学

日
本
／
ア
ジ
ア
映
像
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
か
つ
南
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
映
画
技
術
研
究
科
学
科
長
の
水

田
リ
ピ
ッ
ト
堯
所
長
が
「
現
在
、
東
・
東
南
ア
ジ
ア

の
映
画
産
業
に
お
い
て
、
ホ
ラ
ー
ジ
ャ
ン
ル
は
大
き

な
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。
今
日
は
、
映
画
上
映
や

講
演
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
通
じ
て
、
い
か
に

自
然
そ
し
て
自
然
性
を
定
義
す
る
の
か
を
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
３
部
構
成
で
実
施
さ
れ
、
第
１

部
で
は
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
棟
地
下

ホ
ー
ル
に
て
、
映
画
「
リ
ン
グ
」「
リ
ン
グ
２
」
等

の
ヒ
ッ
ト
で
知
ら
れ
る
映
画
監
督
の
中
田
秀
夫
氏
を

迎
え
て
、
２
０
０
５
年
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
公
開
さ
れ

た
同
監
督
の
作
品
「
ザ
・
リ
ン
グ
２
」
の
上
映
会
を

行
い
ま
し
た
。
上
映
後
、
監
督
が
ス
テ
ー
ジ
で
本
作

品
に
対
す
る
思
い
や
制
作
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
を
語
る
と
と
も
に
、
映
像
制
作
を
目
指
す
メ

デ
ィ
ア
学
部
の
学
生
た
ち
と
の
間
で
作
品
に
関
す
る

活
発
な
質
疑
応
答
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
の
第
２
部
か
ら
は
会
場
を
３
号
棟
に
移

し
、F

elicidad B
liss Lim

准
教
授
（U

niversity 
of C

alifornia, Irvine

）
に
よ
る
「A

sw
ang 

T
ransm

edia

」
と
、
井
上
間
従
文
准
教
授
（
一
橋

大
学
）
に
よ
る
「T

heresa H
ak K

yung Cha's 
H

auntology

」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
第
３
部
で
は
「Supernatural A

sia

」

を
テ
ー
マ
に
、
水
田
リ
ピ
ッ
ト
堯
所
長
、
日
本
／
ア

ジ
ア
映
像
研
究
セ
ン
タ
ー
の
主
任
研
究
員
で
も
あ

るA
aron Gerow

教
授
（Y

ale U
niversity

）
と

M
ark N

ornes
教
授
（M

ichigan U
niversity

）

に
、
第
２
部
で
講
演
を
行
っ
たFelicidad Bliss 

Lim

准
教
授
と
井
上
間
従
文
准
教
授
も
加
え
て
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ま
と
め

と
し
て
「
自
然
性
」
と
「
超
自
然
性
」「
不
自
然
性
」

を
め
ぐ
り
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
約
１
５
０
名
の
映

画
関
係
者
、
国
内
外
の
研
究
者
、
城
西
国
際
大
学

メ
デ
ィ
ア
学
部
の
学
生
ら
は
、
皆
熱
心
に
講
演
会
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 
日
本
／
ア
ジ
ア
映
像
研
究
セ
ン
タ
ー
、城
西
国
際
大
学
メ
デ
ィ
ア
学
部
共
催

に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「Supernatural A

sia

」を
開
催

日
時
：
２
０
１
３
年
４
月
27
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

上映後に作品について語る中田秀夫監督（右）

地下ホールの様子

第３部のワークショップの様子
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発
電
の
是
非
が
議
論
さ
れ
て
い
る
中
、
原
子
力
や
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
対
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
科
学
的
観
点
か
ら
見

た
評
価
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
い
例
を

挙
げ
な
が
ら
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
学
と
香
港
城
市
大
学
と
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
てK

uo

学
長
が
執
筆
さ
れ
た
、
東
日
本
大

震
災
の
福
島
第
一
原
発
事
故
に
関
す
る
著
作
の
日
本

語
版
を
本
学
に
て
発
行
す
る
計
画
も
進
ん
で
い
ま

す
。

　

講
演
会
終
了
後
、
一
行
は
先
日
開
設
し
た
３
号
棟

の
各
フ
ロ
ア
を
見
学
し
、
香
港
城
市
大
学
と
の
共
通

点
が
多
い
メ
デ
ィ
ア
学
部
関
連
の
最
新
施
設
や
化
石

ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
を
特
に
熱
心
に
ご
覧
に
な
り
ま
し

た
。

　

な
お
、K

uo

学
長
一
行
は
、
翌
日
５
月
１
日
に

城
西
国
際
大
学
に
来
学
さ
れ
、
各
学
部
長
ら
と
今
後

の
学
術
交
流
内
容
に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た

後
、
国
際
グ
リ
ー
ン
マ
テ
リ
ア
ル
研
究
所
や
国
際
交

流
ラ
ウ
ン
ジ
、
国
内
外
の
学
生
た
ち
が
英
語
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
場
で
あ
る
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ア
、
情
報
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
生
涯
教

育
セ
ン
タ
ー
な
ど
主
要
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。
ま

た
、
学
内
の
Ｔ
Ｖ
ス
タ
ジ
オ
に
て
、
留
学
生
に
よ
る

英
語
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
ま
し
た
。

　

香
港
城
市
大
学
は
、
１
９
８
４
年
に
設
立
さ
れ

た
、
香
港
の
九
龍
に
本
部
を
置
く
公
立
大
学
で
す
。

経
営
学
部
や
法
学
部
、
メ
デ
ィ
ア
学
部
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
環
境
学
部
な
ど
７
学
部
が
あ
り
、
特
に
メ

デ
ィ
ア
関
連
が
有
名
で
す
。
約
２
万
名
の
学
生
を
有

し
て
お
り
、
関
連
す
る
業
界
と
の
連
携
を
通
じ
て
学

生
に
さ
ま
ざ
ま
な
実
務
経
験
を
積
ま
せ
る
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｑ

Ｓ
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
の
２
０
１
２
︱
２
０
１
３

年
版
で
は
95
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。

イングリッシュフロアで学生らと交流

　

２
０
１
３
年
４
月
30
日
、
香
港
城
市
大
学
（City 

U
niversity of H

ong K
ong

）
のW

ay K
uo

（
郭

位
）
学
長
が
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
学
さ

れ
、
講
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
来
学
は
、
昨
年
10
月
に
水
田
宗
子
理
事
長

を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西
大
学
訪
問
団
が
同
大

学
を
訪
問
し
、K

uo

学
長
ら
と
学
術
交
流
協
定
を

締
結
し
た
こ
と
を
受
け
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

来
学
し
たK

uo

学
長
、C. T

. Liu

（
劉
錦
川
）

名
誉
教
授
ら
は
３
号
棟
国
際
会
議
室
に
て
水
田
理
事

長
を
は
じ
め
と
す
る
本
学
執
行
部
メ
ン
バ
ー
ら
と
会

見
し
、
協
定
に
基
づ
く
今
後
の
具
体
的
な
交
流
活
動

内
容
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
１
号
棟
地
下
ホ
ー
ル
に
てK

uo

学
長

の
「Reliability and Survivability

～N
uclear 

Energy and the Future of Energy

～
（
信
頼

性
と
サ
バ
イ
バ
ビ
リ
テ
ィ
～
原
子
力
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
未
来
～
）」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

K
uo

学
長
は
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
シ
ス
テ
ム
に
お

け
る
設
計
お
よ
び
信
頼
性
モ
デ
ル
リ
ン
グ
、
原
子
力

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
者
と
し
て
世
界
的
に
有
名
で
、

講
演
で
は
東
日
本
大
震
災
以
降
あ
ら
た
め
て
原
子
力

香
港
城
市
大
学W

ay K
uo

学
長
が
来
学
、講
演
を
開
催

日
時
：
２
０
１
３
年
４
月
30
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

講演するKuo学長

講演後、学生から花束を贈られるKuo学長と Liu 名誉教授

講演会の様子



No.17  2013.9.30

20

を
講
師
に
お
招
き
し
、「
日
・
タ
イ
協
力
の
成
功
例

と
今
後
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
工
業
発
展
へ
の
貢
献
」
と
題

し
た
講
演
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
に
先
立
ち
、
水
田
宗
子
理
事
長
が
挨
拶
を

し
、
一
般
社
団
法
人
日
・
タ
イ
経
済
協
力
協
会
顧
問

の
愛
甲
次
郎
氏
が
プ
ラ
ユ
ー
ン
会
長
を
紹
介
し
ま

し
た
。
講
演
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ａ
の
設
立
目
的
や
経
緯
、

「
教
育
お
よ
び
人
材
育
成
が
社
会
経
済
発
展
に
最
も

重
要
で
あ
る
」
と
い
う
信
念
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で

プ
ラ
ユ
ー
ン
会
長
が
40
年
に
わ
た
っ
て
心
血
を
注
い

で
こ
ら
れ
た
Ｔ
Ｐ
Ａ
の
事
業
発
展
の
様
子
、
そ
し
て

最
大
の
成
果
で
あ
る
泰
日
工
業
大
学
の
取
り
組
み
な

ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
・
タ
イ
協
力

と
今
後
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
の
展
開
の
可
能
性
等
に
つ

い
て
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
は
、
元
首
都
大
学
東
京
理
事
長
の
高
橋

宏
氏
、
元
法
務
大
臣
の
杉
浦
正
健
氏
、
タ
イ
大
使

館
の
シ
ン
ト
ン
・
ラ
ー
ピ
セ
ー
ト
パ
ン
（Singtong 

　

学
校
法
人
城
西
大
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

は
、
２
０
１
３
年
５
月
７
日
、
泰
日
経
済
技
術
振

興
協
会
（T

echnology Prom
otion A

ssociation 

（T
hailand-Japan

）
：
略
称
Ｔ
Ｐ
Ａ
）
の
プ
ラ
ユ
ー

ン
・
シ
オ
ワ
ッ
タ
ナ
ー
（A

sst. Prof. Prayoon 
Shiow

attana

）
会
長
を
講
師
に
迎
え
て
、
第
２
回

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
東
京
紀
尾

井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
棟
地
下
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し

ま
し
た
。

　

本
年
は
日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
友
好
協
力
40
周
年
に
あ

た
り
、
本
学
も
政
府
の
記
念
事
業
に
登
録
し
て
「
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
と
銘
打
っ
た

記
念
講
演
会
を
通
年
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
第
２
回

目
と
な
る
今
回
は
同
年
３
月
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
本
学

姉
妹
校
か
ら
講
師
を
招
い
て
開
催
し
た
第
１
回
に
続

く
も
の
で
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ａ
は
、
元
日
本
留
学
生
・
研
修
生
が
中
心

と
な
り
、
タ
イ
国
の
経
済
発
展
の
た
め
、
日
本
か

ら
タ
イ
へ
の
最
新
技
術
と
知
識
の
移
転
・
普
及
、
人

材
育
成
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
１
９
７
３
年
に
設
立

さ
れ
た
公
益
法
人
で
す
。
設
立
以
来
、
日
本
の
産
業

育
成
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
用
い
た
産
業
セ
ミ
ナ
ー
や
工

業
計
測
、
語
学
講
座
な
ど
、
タ
イ
の
中
で
日
本
の
生

産
、
生
産
管
理
技
術
を
導
入
し
、
着
実
に
成
果
を
上

げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
協
会
は
「
日
本
型
も
の

づ
く
り
大
学
」
を
目
指
し
て
２
０
０
７
年
に
設
立

さ
れ
た
泰
日
工
業
大
学
（T

hai-N
ichi Institute of 

T
echnology

）
の
母
団
体
で
も
あ
り
ま
す
。

　

本
学
は
、
中
期
目
標
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

に
向
け
た
国
際
交
流
活
動
強
化
を
掲
げ
て
世
界
の
さ

ま
ざ
ま
な
大
学
と
積
極
的
に
国
際
交
流
を
深
め
て

お
り
、
最
近
で
は
特
に
中
欧
や
ア
ジ
ア
で
の
国
際
交

流
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
２
０

１
２
年
10
月
に
Ｔ
Ｐ
Ａ
の
プ
ラ
ユ
ー
ン
会
長
が
来
学

し
、
水
田
宗
子
理
事
長
と
「
連
携
協
力
に
関
す
る
合

意
書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
そ
し
て
Ｔ
Ｐ
Ａ
と
の
締

結
が
契
機
と
な
り
２
０
１
３
年
１
月
に
は
バ
ン
コ
ク

大
学
（Bangkok U

niversity

）、
４
月
に
は
ラ
ン

シ
ッ
ト
大
学
（Rangsit U

niversity

）
と
学
術
交

流
協
定
を
結
ぶ
な
ど
、
タ
イ
の
大
学
と
の
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
国
際
交
流
強
化
の
一
環

と
し
て
、
本
学
と
タ
イ
の
大
学
の
交
流
強
化
に
多
大

な
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
て
い
る
プ
ラ
ユ
ー
ン
会
長

泰
日
経
済
技
術
振
興
協
会
会
長
を
迎
え
、

第
２
回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
開
催

日
時
：
２
０
１
３
年
５
月
７
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

レセプションで挨拶するシントン・ラーピセートパン駐日タイ大使館公使レセプションで挨拶する岡崎久彦元駐タイ大使

講演するプラユーン会長

レセプションで挨拶する林康夫 JETRO顧問レセプションで挨拶する宮本四郎日・タイ経済協力協会顧問
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学
校
法
人
城
西
大
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

は
、
奈
良
県
と
共
同
で
、
２
０
１
３
年
８
月
24
日

に
第
３
回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

を
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
の

前
事
務
総
長
ス
リ
ン
・
ピ
ッ
ス
ワ
ン
（D

r. Surin 

　

２
０
１
３
年
５
月
18
日
、
城
西
国
際
大
学
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
女
性
学
研
究
所
、
韓
国
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

主
催
、
城
西
国
際
大
学
国
際
人
文
学
部
の
共
催
に
よ

り
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
地
下
ホ
ー
ル
に
て

日
韓
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
の
『
韓

流
』『
日
流
』」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
冬
の
ソ
ナ
タ
』
に
代
表
さ
れ
る
韓
流
ブ
ー
ム
か

ら
10
年
、
韓
流
ブ
ー
ム
は
日
本
と
韓
国
に
何
を
も
た

ら
し
た
の
か
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
等
の
映
像
作
品
は
グ

ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担

う
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
韓
国
と
日
本
の
ド
ラ
マ
の

中
で
女
性
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の

か
等
に
つ
い
て
両
国
の
研
究
者
が
意
見
を
交
わ
し
、

日
韓
文
化
の
現
在
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先
立
ち
、
水
田
宗
子
学
校
法
人

城
西
大
学
理
事
長
が
開
会
の
挨
拶
で
「
韓
流
文
化

は
、
今
や
世
代
や
性
別
を
超
え
て
ア
ジ
ア
、
世
界
に

大
き
な
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
本
日
、
日
韓
の
研

究
者
が
集
ま
っ
て
韓
流
、
日
流
文
化
に
つ
い
て
考
え

て
い
く
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
こ
と
で
す
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
南
仁
煐
（InY

oung N
am

）
東
西
大

学
（D

ongseo U
niversity

）
林
権
澤
映
画
研
究
所

（K
w

onT
aek Im

 Film
 Center

）
所
長
が
「
女
性

の
鏡
の
中
へ
︱
︱
韓
国
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
映
画
の
現
在

︱
︱
」
と
題
し
た
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。「
映

画
」
は
、「
自
我
を
映
す
鏡
」
と
し
て
考
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
が
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
映
画
批
評
で
は
、
こ

の
自
我
は
「
男
根
中
心
主
義
」
に
よ
っ
て
普
遍
化
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
女
性
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
疎

外
さ
れ
、「
鏡
」
の
裏
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
と

捉
え
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
南
先

生
は
、「
鏡
」
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
女
性
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
呼
び
出
す
よ
う
な
近
年
の
韓
国

女
性
映
画
の
作
品
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
鄭
智
泳
（JiY

oung Jung

）
准
教
授
（
梨

花
女
子
大
学
（Ew

ha W
om

ans U
niversity

））

が
「
韓
国
近
代
社
会
に
お
け
る
『
李
朝
女
性
』
イ

メ
ー
ジ
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
秩
序
」
に
つ
い
て
、
川
村

湊
（
法
政
大
学
）
が
「『
韓
流
』
源
流
と
未
来
」
に

つ
い
て
、
宇
佐
美
毅
教
授
（
中
央
大
学
）
が
「
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
の
韓
日
文
化
論
」
に
つ
い
て
、
粱

銀
京
（EunK

yung Y
ang

）
教
授
（
忠
南
大
学

（Chungnam
 N

ational U
niversity

））
が
「
韓

流
と
日
流
を
通
し
た
ア
ジ
ア
文
化
共
同
体
」
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
発
表
を
行
い
、
和
智
綏
子
客
員
教
授

（
城
西
国
際
大
学
）
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト
に
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
韓
流
フ
ァ
ン
を
は
じ
め
、
韓
国
語
を

勉
強
し
て
い
る
学
生
、
韓
国
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
心

の
あ
る
研
究
者
等
、
学
内
外
か
ら
２
０
０
名
近
く
が

集
ま
り
、
満
員
と
な
り
ま
し
た
。
政
治
的
に
は
混
迷

の
続
く
日
韓
関
係
で
す
が
、
大
衆
文
化
の
レ
ベ
ル
に

お
い
て
は
、
１
９
９
０
年
代
以
降
、
着
実
に
そ
の
交

流
が
深
ま
っ
て
お
り
、
韓
流
が
単
な
る
「
ブ
ー
ム
」

で
終
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

新
し
い
文
化
共
同
体
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
可

能
性
を
確
認
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
大
盛
況
の
内

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

な
お
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
後
援
と
な
っ
て
い

た
だ
い
た
駐
日
韓
国
大
使
館
韓
国
文
化
院
（K

orean 
Cultural Center

）
院
長
の
沈
東
變
（D

ongSup 
Sim

）
氏
、
国
会
議
員
の
白
眞
勲
氏
、
日
本
美
術
史

研
究
者
で
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
の
メ
リ
ッ
サ
・
マ

コ
ー
ミ
ッ
ク
（M

elissa M
cCorm

ick

）
氏
ら
が
駆

け
つ
け
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

に
お
け
る
歓
談
で
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

前
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
事
務
総
長
の
ス
リ
ン・ピ
ッ
ス
ワ
ン
氏
を
招
き
、

第
３
回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
を
開
催

日
時
：
２
０
１
３
年
８
月
24
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

城
西
国
際
大
学
創
立
20
周
年
記
念
日
韓
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

日
時
：
２
０
１
３
年
５
月
18
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

４名のパネリストたち（左から鄭氏、川村氏、宇佐美氏、粱氏）

基調講演者、パネリストと本学関係者らによる記念撮影

Lapisatepun

）
公
使
、
元
駐
タ
イ
大
使
の
岡
崎
久
彦

氏
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
顧
問
の
林
康
夫
氏
、
日
・
タ
イ
経

済
協
力
協
会
顧
問
の
宮
本
四
郎
氏
、
法
政
大
学
学
事

顧
問
の
清
成
忠
男
氏
ら
を
は
じ
め
と
す
る
、
日
・
タ

イ
お
よ
び
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
政
府
・
経
済
関
係
者
、
学

術
研
究
者
等
が
多
数
集
ま
り
、
皆
熱
心
に
プ
ラ
ユ
ー

ン
会
長
の
講
演
に
耳
を
傾
け
る
と
と
も
に
、
講
演
会

後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
こ
れ
ま
で
の
日
・
タ
イ
経

済
協
力
の
成
果
お
よ
び
今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
に
関

し
て
活
発
な
議
論
と
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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●周辺図

Pitsuw
an

）
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
発
展
す
る
東
ア

ジ
ア
に
お
け
る
日
本
と
変
化
す
る
世
界
情
勢
」
と
い

う
題
目
で
の
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
友
好
協
力
40
周
年
に
あ

た
り
、
本
学
も
政
府
の
記
念
事
業
と
し
て
「
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
と
銘
打
っ
た
記
念

講
演
会
を
、
年
間
を
通
じ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
３
月
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
本
学
姉
妹
校
か
ら
講

師
を
招
い
て
開
催
し
た
第
１
回
、
５
月
に
タ
イ
の
Ｔ

Ｐ
Ａ
（
泰
日
経
済
技
術
振
興
協
会
）
会
長
の
プ
ラ

ユ
ー
ン
（Prayoon Shiow

attana
）
氏
が
講
演
し

た
第
２
回
に
続
く
も
の
で
す
。

　

講
演
で
ス
リ
ン
氏
は
、
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
関

係
を
１
９
６
０
年
代
か
ら
さ
か
の
ぼ
り
説
明
さ
れ
、

日
本
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
対
し
常
に
先
頭
に
立
っ

て
協
力
を
行
っ
て
き
た
こ
と
や
、
１
９
９
０
年
代
の

ア
ジ
ア
金
融
危
機
、
99
年
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け

る
東
テ
ィ
モ
ー
ル
問
題
に
対
す
る
日
本
の
貢
献
に
つ

い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
近
年
中
国
の
台
頭

な
ど
国
際
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
が
、

開
か
れ
た
地
域
統
合
に
向
け
て
日
本
の
果
た
す
役
割

が
強
く
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に

お
い
て
も
日
本
の
対
応
に
強
い
関
心
が
集
ま
っ
て
い

る
点
、
日
本
の
経
済
的
な
回
復
基
調
が
喜
ば
れ
て
い

る
点
に
つ
い
て
も
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
経
済
発
展
の
過
程
に
お
い
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
は
こ
れ
ま
で
生
産
基
地
と
し
て
の
機
能
を
充
実

し
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
科
学
技
術
の
発
展
と
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
に
触

れ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
日
本
の
貢
献
が
期
待
さ
れ

る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
は
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
日
・

中
・
韓
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
関
係
や
若
者
間
の
交
流
の

重
要
性
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講演するスリン氏


